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は
じ
め
に 

 
 「

山
陽
先
生
詩
稿
」
は
、
江
戸
時
代
後
期
に
広
島
藩
儒
と
し
て
活
躍
し
た
頼
春
水

（
一
七
四
六
～
一
八
一
六
）
に
始
ま
る
広
島
頼
家
に
伝
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
広
島

頼
家
伝
来
資
料
は
、
頼
春
水
が
広
島
藩
か
ら
拝
領
し
た
袋
町
の
屋
敷
地
の
あ
る
あ
た

り
が
か
つ
て
杉
ノ
木
小
路
と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
因
み
、
杉
ノ
木
資
料
と
総
称
さ
れ
る
。

概
数
は
九
千
点
に
及
び
、
日
常
生
活
の
中
で
し
た
た
め
ら
れ
た
書
簡
や
日
記
、
家
計

に
係
る
帳
簿
類
、
い
ず
れ
も
能
書
家
と
し
て
知
ら
れ
た
頼
家
の
人
々
の
遺
墨
や
詩
文

の
草
稿
類
、
交
遊
の
あ
っ
た
学
者
文
人
か
ら
贈
ら
れ
た
書
画
類
、
公
務
に
関
す
る
文

書
・
記
録
類
や
、
多
種
多
様
な
典
籍
類
、
日
常
生
活
で
用
い
ら
れ
た
器
物
類
な
ど
、

内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
頼
山
陽
自
筆
の
資
料
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。
寛
政
九

年
（
一
七
九
七
）
の
江
戸
遊
学
に
際
し
、
広
島
か
ら
江
戸
ま
で
の
絵
入
り
の
道
中
日

記
で
あ
る
「
東
行
手
記
巻
」
や
江
戸
か
ら
広
島
の
実
家
に
宛
て
た
書
簡
の
断
簡
、
脱

藩
騒
動
に
よ
る
幽
閉
中
に
認
め
た
口
上
覚
や
自
ら
の
宿
志
を
表
明
し
た
「
幽
居
中
の

陳
情
」
な
ど
が
存
在
す
る
だ
け
で
、
京
都
に
出
て
一
家
を
成
し
て
か
ら
母
梅
颸
に
宛

て
た
書
簡
な
ど
は
残
っ
て
い
な
い
。
詩
文
の
稿
本
が
い
く
つ
か
伝
わ
っ
て
い
る
も
の

の
、
い
ず
れ
も
写
本
で
あ
る
。
今
回
紹
介
す
る
資
料
も
外
題
に
「
山
陽
先
生
詩
稿
」

と
あ
る
よ
う
に
、
山
陽
の
詩
稿
を
筆
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
、
広
島
頼
家
に

お
い
て
は
山
陽
の
長
男
聿
庵
（
一
八
〇
一
～
一
八
五
六
）
に
よ
る
も
の
と
伝
え
ら
れ

て
き
た
が
、
聿
庵
の
子
・
誠
軒
（
一
八
三
〇
～
一
八
九
四
）
の
可
能
性
も
あ
り
、
定

か
で
は
な
い
。 

頼
山
陽
の
詩
集
と
し
て
は
、
生
前
に
唯
一
刊
行
さ
れ
た
『
日
本
楽
府
』
や
没
後
に

刊
行
さ
れ
た
『
山
陽
詩
鈔
』『
山
陽
遺
稿 

詩
』
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い

な
い
詩
も
多
い
。
未
収
録
の
詩
は
、
遺
墨
や
稿
本
を
典
拠
と
し
て
『
頼
山
陽
全
書 

詩

集
』（
以
下
、『
全
書 

詩
集
』
と
い
う
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
資
料
も
『
全
書 

詩
集
』
を
編
集
す
る
際
の
典
拠
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

頼
山
陽
の
詩
集
に
訳
注
を
加
え
た
も
の
は
決
し
て
多
く
は
な
く
、『
頼
山
陽
詩
集
』

（
伊
藤
靄
谿
著 

書
藝
界 

一
九
八
五
年
・『
山
陽
詩
鈔
新
釋
』
と
『
山
陽
遺
稿
詩
新

釋
』
の
二
冊
本
）
、『
頼
山
陽
詩
集
』（
安
藤
英
男
著 

近
藤
出
版
社 

一
九
八
二
年
）
、

『
江
戸
詩
人
選
集
８ 

頼
山
陽 

梁
川
星
巌
』（
入
谷
仙
介
著 

岩
波
書
店 

一
九
九

〇
年
）
、『
頼
山
陽
詩
選
』（
揖
斐
高
著 

岩
波
文
庫 

二
〇
一
二
年
）
、『
頼
山
陽
の
こ

と
ば
』（
長
尾
直
茂
著 

斯
文
会 

二
〇
一
七
年
）
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
『
山

陽
詩
鈔
』
や
『
山
陽
遺
稿
詩
』
に
収
録
さ
れ
た
詩
の
訳
注
で
あ
り
、
未
収
録
の
詩
（『
全

書 
詩
集
』
に
は
収
録
さ
れ
て
い
る
詩
）
に
つ
い
て
訳
注
を
加
え
た
例
は
皆
無
に
等

し
く
、
わ
ず
か
に
西
遊
稿
（
『
山
陽
詩
鈔
』
巻
三
・
四
）
の
初
稿
に
あ
た
る
「
西
遊
詩

巻
」を
取
り
上
げ
た
『
西
遊
詩
巻
―
頼
山
陽
の
九
州
漫
遊
』（
谷
口
匡
著 

法
藏
館 

二

「
山
陽
先
生
詩
稿
」
訳
注
（
一
） 

花 

本 
 

哲 

志 
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〇
二
〇
年
）
が
あ
る
く
ら
い
で
あ
る
。 

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
「
山
陽
先
生
詩
稿
」
は
、
刊
本
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
詩
が

大
半
を
占
め
て
い
る
。
し
か
も
京
都
に
出
る
前
の
、
広
島
時
代
に
作
詩
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
頼
山
陽
の
伝
記
や
詩
を
研
究
す
る
う
え
で
基
礎
資
料
と
な
る
も

の
と
い
え
る
。
筆
者
が
浅
学
の
身
を
顧
み
ず
、
訳
注
を
加
え
よ
う
と
す
る
の
も
そ
れ

故
で
あ
る
。 

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
原
詩
の
漢
字
は
旧
字
体
を
用
い
、
俗
字
・
略
字
に

な
っ
て
い
る
も
の
も
正
字
に
改
め
、
訓
読
の
漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
訓
読

の
送
り
仮
名
は
現
代
仮
名
遣
い
と
し
た
。
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
推
敲
過
程
が
わ
か

る
よ
う
、
原
本
に
忠
実
に
表
記
す
る
よ
う
に
し
、
訓
読
に
つ
い
て
も
修
正
前
の
原
案

が
わ
か
る
よ
う
に
併
記
し
て
い
る
。
訳
文
な
ら
び
に
語
釈
に
つ
い
て
は
、
谷
口
匡
氏

（
京
都
教
育
大
学
教
授
）
に
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表

し
た
い
。 

 一 

資
料
の
概
要 

 

本
資
料
の
形
態
は
袋
綴
装
大
和
綴
で
、
縦
二
四
・
五
セ
ン
チ
、
横
一
六
・
五
セ
ン

チ
、
本
文
五
十
三
丁
で
、
共
紙
表
紙
で
あ
る
。
第
二
丁
表
に
朱
文
方
印
「
頼
氏
必
正

楼
」
一
顆
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
批
正
は
朱
書
・
墨
書
に
よ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り

推
敲
の
過
程
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
欄
外
に
は
墨
書
に
よ
る
注
記
や
朱
書
に
よ
る

評
語
が
記
さ
れ
て
お
り
、
原
本
を
忠
実
に
筆
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

本
資
料
に
は
、
二
百
十
一
題
、
二
百
六
十
二
首
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
巻
末
に
は
「
皞
々
居
記
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
頼
山
陽
全
書 

文

集
』
収
録
の
初
案
で
あ
る
。
詩
は
、
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
の
「
書
感
」（
「
癸
丑

歳
偶
作
」
の
初
案
）
か
ら
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
の
廉
塾
（
備
後
神
辺
の
儒
者
看

茶
山
の
塾
）
滞
在
時
代
ま
で
の
、
山
陽
前
半
生
の
広
島
時
代
に
作
詩
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
山
陽
青
年
期
の
詩
作
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
い
え
る
。
『
山
陽
詩
鈔
』

冒
頭
の
「
癸
丑
歳
偶
作
」
の
原
作
と
さ
れ
る
「
書
感
」
の
前
に
寛
政
九
・
十
年
（
一

七
九
七
・
九
八
）
の
詩
が
収
録
さ
れ
る
な
ど
、
前
半
は
必
ず
し
も
時
系
列
に
な
っ
て

い
な
い
。
ま
た
、
幽
閉
中
で
あ
っ
た
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
か
ら
文
化
二
年
（
一

八
〇
五
）
に
か
け
て
の
作
も
、
年
代
が
前
後
し
て
い
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

れ
は
筆
写
の
際
に
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
字
句
の
修
正
箇
所
も
そ
の
ま
ま
筆
写
さ

れ
て
お
り
、
推
敲
過
程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

本
資
料
に
収
録
さ
れ
た
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
括
弧
内
の
年
代
は
『
頼

山
陽
全
書 

詩
集
』
に
よ
る
）
。 

 １ 

擬
古
（
未
詳
） 

２ 

紀
遊
五
首
（
五
首
）
（
寛
政
九
年
） 

３ 

詠
古
五
首
（
五

首
）（
寛
政
九
年
） 

４ 

一
谷
歌
（
寛
政
九
年
） 

５ 

湊
川
歌
（
寛
政
九
年
） 

６ 

筑
海
行
（
寛
政
十
年
） 

７ 

醍
醐
行
（
寛
政
十
年
） 

８ 

馘
塚
行
（
二
首
）（
寛
政

十
年
） 

９ 

書
感
（
寛
政
五
年
） 

10 

甲
寅
元
日
（
寛
政
六
年
） 

11 

咏
梅
（
寛

政
五
年
） 

12 

舟
暁
（
寛
政
五
年
） 

13 

舟
歸
廣
島
（
寛
政
五
年
） 

14 

明
妃

（
寛
政
五
年
） 

15 

暑
日
遊
照
蓮
寺
（
寛
政
五
年
） 

16 

石
州
路
上
（
寛
政
八

年
） 

17 

甑
坂
（
寛
政
八
年
） 

18 

夜
坐
（
寛
政
八
年
） 

19 

青
楼
曲
（
文
化

二
年
） 

20 

東
遊
路
上
（
寛
政
九
年
） 

21 

山
﨑
（
寛
政
九
年
） 

22 

美
濃
（
寛

政
九
年
） 
23 

望
岳
（
寛
政
九
年
） 

24 

題
黄
安
仙
人
図
（
享
和
三
年
か
） 

25 

閨
情
傚
陸
渭
南
（
享
和
三
年
） 

26 

雨
歇
（
享
和
三
年
） 

27 

江
戸
所
見
（
寛
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政
九
年
か
。『
全
書 

詩
集
』
は
寛
政
六
年
と
す
る
） 

28 

赴
竹
原
舟
中
作
二
首
（
二

首
・
文
化
二
年
） 

29 

奉
盈
楼
陪
飲
菅
先
生
及
家
君
席
上
分
得
眼
字
二
十
二
韻
（
文

化
二
年
） 
30 

甲
子
楼
即
目
（
文
化
三
年
） 

31 

江
上
二
首
（
二
首
・
文
化
三

年
） 

32 
三
月
甲
子
楼
集
分
得
山
字
（
文
化
三
年
） 

33 

靚
斎
集
分
得
相
字
六

言
律
體
（
文
化
三
年
） 

34 

以
西
嶺
雲
霞
色
満
堂
為
首
句
賦
一
律
壽
嶺
霞
堂
主
翁

八
十
（
文
化
三
年
） 
35 
丁
卯
孟
春
木
村
氏
招
飲
分
韻
得
遇
（
文
化
四
年
） 

36 

丁
卯
書
事
（
文
化
四
年
） 
37 

城
門
失
火
謝
龍
山
師
（
文
化
四
年
） 

38 

仲
春

泛
舟
港
口
時
羽
隅
君
千
強
将
之
浪
華
得
人
字
（
文
化
四
年
） 

39 

常
照
庵
集
有
竹

筍
之
供
戯
賦
呈
主
人
（
文
化
四
年
） 
40 

訪
靚
斎
（
文
化
四
年
） 

41 

丁
卯
正

月
十
三
日
集
松
石
亭
分
得
枝
字
（
文
化
四
年
） 

42 

春
尽
集
松
石
亭
（
文
化
四
年
） 

43 

或
贈
京
醞
名
鴨
川
者
（
文
化
四
年
） 

44 
家
王
父
廿
五
回
忌
辰
家
翁
会
寒
賦

詩
（
文
化
四
年
） 

45 

懐
仲
父
大
人
在
九
州
（
文
化
四
年
） 

46 

題
黄
山
谷
図

（
文
化
四
年
） 

47 

午
庵
晩
集
（
文
化
四
年
） 

48 
問
三
谷
達
夫
（
文
化
四
年
） 

49 

抱
素
堂
集
分
得
五
言
古
体
蒸
韻
（
文
化
四
年
） 

50 

題
熊
谷
蓮
生
倒
騎
馬
図

（
文
化
四
年
） 

51 

書
自
著
外
史
新
策
二
書
後
（
文
化
三
年
） 
52 

出
遊
（
文

化
四
年
） 

53 

題
画
山
水
（
文
化
四
年
） 

54 

江
都
中
秋
（
未
詳
） 
55 

篤
老

招
飲
（
文
化
四
年
） 

56 

夜
行
（
文
化
四
年
） 

57 

越
後
人
来
索
詩
（
文
化
四

年
） 

58 

上
黒
瀑
山
寺
（
文
化
四
年
） 

59 

竹
原
陪
飲
三
老
題
屏
風
諸
葛
武
侯

図
（
文
化
四
年
） 

60 

龍
山
会
題
玉
蘊
女
史
画
牡
丹
（
文
化
四
年
） 

61 

山
行

（
文
化
四
年
） 

62 

澹
寧
居
集
有
懐
故
獅
絃
上
人
分
李
傾
過
廬
五
日
居
詩
一
聯
同

賦
余
珠
以
其
十
四
字
安
句
頭
賦
此
（
文
化
四
年
九
月
廿
五
日
） 

63 

村
上
氏
招
飲

見
獅
絃
詩
于
壁
間
依
韻
賦
呈
（
文
化
四
年
九
月
二
十
八
日
） 

64 

玉
浦
女
玉
蘊
画

松
樹
卒
賦
題
之
（
文
化
四
年
） 

65 

十
月
望
松
廬
小
集
得
江
字
（
文
化
四
年
） 

66 

長
府
文
学
臼
杵
君
太
仲
見
訪
且
示
茶
山
翁
詩
依
韻
卒
賦
（
文
化
四
年
十
月
十
八
日
） 

67 

至
日
松
廬
集
杏
翁
静
斎
将
役
江
戸
梧
亭
将
役
大
坂
（
文
化
四
年
十
一
月
廿
四
日
） 

68 

侍
飲
佐
々
君
于
廬
分
得
韻
家
（
文
化
四
年
） 

69 

松
廬
集
分
得
韻
文
（
文
化

四
年
三
月
） 

70 

和
家
翁
歳
首
韻
（
文
化
五
年
元
日
） 

71 

人
日
午
庵
例
会
用

廬
同
韻
（
文
化
五
年
一
月
七
日
） 

72 

立
春
抱
素
堂
集
（
文
化
五
年
正
月
九
日
） 

73 

游
柞
村
過
渡
部
氏
和
杏
翁
韻
（
文
化
五
年
） 

74 

公
駕
出
蒐
憩
于
春
風
館
家

君
有
詩
依
韻
賦
此
次
叙
窃
喜
之
意
（
未
詳
） 

75 

豊
前
僧
大
含
来
訪
云
将
上
京
出

其
郷
画
工
所
画
伯
牙
鐘
期
図
乞
題
走
筆
頭
之
（
文
化
五
年
四
月
八
日
） 

76 

聞
午

庵
翁
避
暑
東
山
有
此
寄
（
文
化
五
年
） 

77 

題
慈
仙
画
（
文
化
五
年
） 

78 

慈

仙
寓
藤
井
氏
玫
瑰
園
余
往
訪
焉
観
其
所
蔵
享
保
諸
家
真
跡
（
文
化
五
年
） 

79 

奉

寄
茶
山
先
生
用
家
翁
韻
（
文
化
五
年
） 

80 

贈
善
画
紀
伯
挙
（
文
化
五
年
） 

81 

和
三
原
本
荘
子
遊
妙
正
寺
韻
（
文
化
五
年
） 

82 

題
玉
蘊
所
画
蜀
三
傑
図
（
文
化

五
年
） 

83 

玄
金
精
舎
集
有
懐
故
友
人
金
子
熊
介
分
得
韻
青
、
坐
間
偶
覩
杜
甫
悼

鄭
虔
詩
亦
為
青
韻
因
歩
其
押
（
文
化
六
年
） 

84 

訪
慈
仙
時
慈
仙
将
東
帰
（
文
化

六
年
十
月
上
旬
） 

85 

寄
題
挹
翠
園
（
文
化
六
年
） 

86 

題
美
人
図
（
文
化
六

年
） 

87 

和
武
元
景
文
韻
却
寄
（
文
化
六
年
） 

88 

景
文
至
自
厳
島
和
其
韻
（
未

詳
） 

89 

赤
馬
関
人
廣
江
殿
峯
贈
銅
印
其
自
刻
云
（
文
化
六
年
） 

90 

贈
医
生

某
、
某
妙
於
眼
科
（
文
化
六
年
） 

91 

題
玉
蘊
画
山
水
（
文
化
六
年
） 

92 

題

二
妓
人
図
（
文
化
六
年
） 

93 

題
画
妓
（
文
化
六
年
） 

94 

再
餞
岡
田
子
亭
（
文

化
六
年
） 

95 

画
山
水
（
文
化
六
年
） 

96 

慈
仙
師
自
厳
島
再
来
本
府
（
文
化

六
年
） 

97 

送
平
島
生
帰
筑
（
文
化
六
年
） 

98 

題
諧
歌
七
部
集
後
（
文
化
六

年
） 
99 
題
画
亀
（
未
詳
） 

100 

題
画
鶴
（
文
化
七
年
） 

101 

題
画
蘭
（
文
化

七
年
） 

102 
画
山
水
（
未
詳
） 

103 

武
侯
衷
甲
図
（
未
詳
） 

104 

明
妃
（
未
詳
） 
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105 

赴
備
後
途
上
十
絶
（
十
首
）（
文
化
六
年
十
二
月
廿
七
・
八
・
九
日
） 

106 

始

寓
廉
塾
上
菅
茶
山
翁
二
首
（
二
首
）（
文
化
七
年
） 

107 

渡
部
伯
髙
至
（
文
化
七
年
） 

108 

似
伯
高
（
文
化
七
年
） 

109 

題
山
侯
櫻
花
図
（
文
化
七
年
） 

110 

讀
鄭
延
平

伝
（
文
化
七
年
） 

111 

調
迂
村
（
文
化
七
年
） 

112 

出
門
（
文
化
七
年
） 

113 

黄

葉
城
墟
（
文
化
七
年
） 

114 

国
分
寺
（
文
化
七
年
） 

115 

丁
池
（
文
化
七
年
） 

116 

送
人
遠
遊
（
文
化
七
年
） 

117 

荒
驛
（
文
化
七
年
） 

118 

楽
府
二
首
（
鮮
卑

児
・
賀
六
渾
）（
文
化
七
年
） 
119 

豊
後
館
萬
里
見
過
其
明
備
中
小
寺
子
和
来
同
賦

（
文
化
七
年
） 

120 

本
荘
生
之
京
内
山
生
帰
筑
同
日
而
発
賦
此
分
贈
（
文
化
七
年
） 

121 

謝
恵
甫
（
文
化
七
年
一
月
） 

122 
謝
永
野
生
（
文
化
七
年
） 

123 

答
岡
田
子

亨
（
文
化
七
年
三
月
十
八
日
） 

124 

観
梅
栄
谷
（
文
化
七
年
） 

125 

春
閨
怨
（
文

化
七
年
） 

126 

薔
薇
（
文
化
七
年
） 

127 

三
日
上
翠
嶺
（
文
化
七
年
三
月
三
日
） 

128 

片
雲
師
之
京
出
画
竹
索
詩
卒
賦
之
（
文
化
七
年
） 

129 

寄
題
龍
谷
（
文
化
七

年
） 

130 

題
芙
蓉
石
応
意
戒
法
師
需
（
文
化
七
年
） 
131 
竹
枝
詞
（
文
化
七
年
） 

132 

贈
土
屋
子
潤
（
文
化
七
年
三
月
十
八
日
） 

133 

為
子
潤
題
梅
花
棲
鳥
図
、
図

係
同
人
作
（
文
化
七
年
） 

134 

武
元
君
立
到
（
文
化
七
年
） 
135 
太
田
大
幹
東

役
来
過
賦
謝
（
文
化
七
年
） 

136 

春
日
客
懐
十
首
（
文
化
七
年
） 
137 
因
肥
前

草
場
捸
芳
寄
古
賀
溥
卿
（
文
化
七
年
） 

138 

長
崎
徳
見
如
懐
至
云
登
々
庵
近
以
眼

医
得
財
買
妾
因
戯
贈
（
文
化
七
年
） 

139 

送
本
荘
生
遊
京
聯
句
（
文
化
七
年
） 
140 

送
桒
田
伯
彦
歴
詣
観
音
大
士
聯
句
（
文
化
七
年
） 

141 

福
山
国
老
内
藤
氏
招
飲
分

韻
得
微
（
文
化
七
年
） 

142 

宴
罷
宿
岡
氏
書
斎
夢
遊
尾
路
（
文
化
七
年
） 

143 

鈴

木
教
授
至
欲
観
我
外
史
（
文
化
七
年
） 

144 

題
社
日
図
（
文
化
七
年
） 

145 

宮

詞
二
首
（
二
首
）（
文
化
七
年
） 

146 

壽
浪
華
奥
村
翁
六
十
（
未
詳
） 

147 

題
慈

仙
山
水
（
文
化
七
年
） 

148 

淡
路
人
半
仙
乞
詩
、
戯
賦
贈
（
文
化
七
年
） 

149 

六

月
晦
菅
波
氏
招
飲
（
文
化
七
年
六
月
晦
日
） 

150 

七
夕
（
文
化
七
年
） 

151 

新

塾
荷
花
（
文
化
七
年
） 

152 

題
観
月
図
（
文
化
七
年
） 

153 

七
月
十
五
夕
（
二

首
）（
文
化
七
年
） 

154 

謝
叢
亭
山
人
恵
明
墨
、
墨
写
群
馬
図
（
文
化
七
年
） 

155 

聞
杏
坪
大
人
賜
第
京
口
門
外
、
賦
奉
謝
（
文
化
七
年
） 

156 

四
睡
図
（
文
化
七
年
） 

157 

林
逋
図
（
文
化
七
年
） 

158 

中
秋
無
月
（
文
化
七
年
） 

159 

赴
今
津
玩
事
路

上
所
見
（
文
化
七
年
） 

160 

宿
高
橋
生
書
斎
（
文
化
七
年
） 

161 

謝
高
橋
庸
次

（
文
化
七
年
） 

162 

帰
途
所
見
（
文
化
七
年
） 

163 

題
李
白
酔
図
（
文
化
七
年
） 

164 

題
蟚
蟹
図
（
文
化
七
年
） 

165 

題
赤
馬
関
図
（
文
化
七
年
） 

166 

庚
午
中
秋

環
碧
亭
従
菅
先
生
及
福
山
国
老
以
下
、
同
賦
得
元
（
文
化
七
年
） 

167 

薬
師
寺
賞

月
席
上
得
成
二
十
韻
（
文
化
七
年
） 

168 

送
杏
翁
帰
途
（
文
化
七
年
） 

169 

奉

別
杏
坪
大
人
（
文
化
七
年
） 

170 

弟
鼎
請
余
箚
記
沿
路
名
勝
（
文
化
七
年
八
月
三

十
日
） 

171 

逢
村
田
君
来
過
（
文
化
七
年
） 

172 

送
恵
甫
帰
覲
（
文
化
七
年
） 

173 

九
日
登
高
得
山
字
（
文
化
七
年
九
月
九
日
） 

174 

十
三
夜
陪
飲
于
長
尾
寺
因

寺
名
懐
故
古
第
六
及
焉
（
文
化
七
年
九
月
十
三
日
）） 

175 

白
巌
氏
招
飲
分
得
村
字

（
文
化
七
年
） 

176 

戯
贈
歌
者
士
徳
（
文
化
七
年
） 

177 

寄
嚴
洲
佐
伯
士
幹
（
文

化
七
年
） 

178 

即
事
（
文
化
七
年
） 

179 

余
聞
登
々
庵
蓄
妾
寄
詩
調
之
、
書
到

漠
無
所
対
因
更
寄
焉
（
文
化
七
年
） 

180 

与
石
原
柳
庵
同
賦
得
帖
字
（
未
詳
） 

181 

十
二
月
二
日
夜
（
文
化
七
年
十
月
二
日
） 

182 

読
項
羽
紀
（
文
化
七
年
） 

183 

廉

塾
四
首
（
四
首
）（
文
化
七
年
） 

184 

題
円
山
応
瑞
胡
枝
花
（
文
化
七
年
） 

185 

烽

火
台
詞
寄
亀
井
元
鳳
（
二
首
）（
文
化
七
年
） 

186 

鍾
馗
（
文
化
七
年
） 

187 

又

錦
幄
（
文
化
七
年
） 

188 

飯
罷
（
文
化
七
年
） 

189 

和
大
含
師
韻
都
寄
（
文
化

七
年
） 
190 

謝
藤
井
士
晦
恵
蔫
、
蔫
係
丹
産
（
文
化
七
年
） 

200 

小
寺
子
和
至

同
賦
得
明
字
（
文
化
七
年
） 

201 

朱
舜
水
祠
堂
歌
（
文
化
七
年
） 

202 

書
懐
十



「山陽先生詩稿」訳注（一）（花本） 

- 103 - 

首
（
十
首
）（
文
化
七
年
） 

203 

和
茶
山
老
先
生
除
日
韻
（
文
化
七
年
） 

204 

再

和
其
元
日
韻
七
首
（
七
首
）
（
文
化
八
年
） 

205 

送
河
合
翁
赴
江
戸
（
文
化
八
年
） 

206 

封
梅
花
寄
家
（
文
化
八
年
） 

207 

客
至
（
未
詳
） 

208 

輓
岡
元
齢
翁
（
文
化

八
年
） 

209 
壽
石
井
翁
、
翁
善
笛
（
文
化
八
年
） 

210 

松
風
館
即
事
（
二
首
）（
文

化
八
年
） 

211 

詠
史
十
二
首
（
十
二
首
）
（
文
化
四
年
・
文
化
十
一
年
の
識
語
あ
り
） 

 

212 

皞
々
居
記 

 

以
上
、
収
録
さ
れ
た
詩
は
、
全
二
百
十
一
題
・
二
六
二
首
に
及
ぶ
。
気
の
遠
く
な

る
よ
う
な
話
で
は
あ
る
が
、
順
次
訳
注
を
ま
と
め
、
発
表
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

            

                       

図１ 「山陽先生詩稿」（冒頭） 

図２ 「山陽先生詩稿」（「湊川歌」） 
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二 

「
山
陽
先
生
詩
稿
」
訳
注 

 

１ 

擬
古 

 
  

擬
古

ぎ

こ 

東
家
有
佳
人 

 
東
家

と

う

か

に
佳
人

か

じ

ん

有
り

あ

 

 

獨
棲
在
高
樓 

 
独
り

ひ
と 

 

棲 す

み
て
高
楼

こ
う
ろ
う

に
在
り

あ

 

 

越
羅
纏
其
腰 

 

越 え
つ

羅 ら

を
其 そ

の

の
腰 こ

し

に
纏
い

ま
と 

  

翡
翠
挿
其
頭 

 

翡
翠

ひ

す

い

を
其 そ

の

頭
こ
う
べ

に
挿
す

さ

 

 

素
手
時
織
錦 

 

素
手

そ

し

ゅ 

時 と
き

に

錦
に
し
き

を
織
り

お

 

 

錦
文
何
炳
彪 

 

錦 き
ん

文 ぶ
ん 

何
ぞ
炳 へ

い

彪
ひ
ょ
う

た
る 

 

織
成
欲
遺
誰 

 

織
り
成
し
て

お

 

な

 
 

誰 た
れ

に
か
遺
ら
ん

お
く 

 
 

と
欲
す
る 

四
顧
無
人
求 

 

四
顧

し

こ

す
る
も
人 ひ

と

の
求
む

も
と 

 

る
無 な

し 

坐
見
春
風
至 

 

坐
し
て

ざ

 
 

見
る 

春

風

し
ゅ
ん
ぷ
う

至
り

い
た 

  

駘
蕩
滿
芳
洲 

 

駘
蕩

た
い
と
う

と
し
て 

芳 ほ
う

洲
し
ゅ
う

に
満
つ

み

 

る
を 

植
々
桃
李
樹 

 

植

々

し
ょ
く
し
ょ
く

た
る 

桃 と
う

李 り

の
樹 じ

ゅ 

艷
々
照
庭
陬 

 

艶
々

え
ん
え
ん

と
し
て 

庭
陬

て
い
す
う

を
照
ら
す

て

 
 

 
 

 
 

可 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
て
楽
し
む
べ
し 

對
此し

宜〻

以
樂 

 

此
れ

こ

 

に
対
し

た
い 

 

て 

宜
し

よ
ろ 

 

く
以
て

も
っ 

 

楽
し
む

た
の 

 
 
 

べ
し 

奚
爲
自
悲
愁 

 

奚 な
ん

為 す

れ
ぞ 

自
ず
か
ら

み 
 

 
 

 

悲
愁

ひ
し
ゅ
う

せ
ん 

良
辰
與
美
景 

 

良
り
ょ
う

辰 し
ん

と
美
景

び

け

い

と 

誰
與
爲
攜
遊 
 

誰 た
れ

と
与 と

も

に
か
携 け

い

遊 ゆ
う

を
為
さ
ん

な

 
 

 

盈
々
方
二
八 

 

盈
々

え
い
え
い

と
し
て
方 ま

さ

に
二
八

に

は

ち 

歳
月
去
若
流 

 

歳
月

さ
い
げ
つ 

去
り

さ

 

て
流
る
る
が
若
し

ご
と 

  

不
惜
歳
月
去 

 

歳
月

さ
い
げ
つ

の
去 さ

る
を
惜 お

し
ま
ざ
れ
ば 

容
光
難
永
留 

 

容
光

よ
う
こ
う 

永
く

な
が 

 

留
め
難

と
ど 

 

が
た

し 

 (

欄
外
・
朱
批)

 

古
而
不
陳 

 

古 こ

に
し
て
陳 ふ

る

か
ら
ず 

 【
語
釈
】 

〔
佳
人
〕『
漢
書
』
外
戚
伝
上
・
李
延
年
の
歌
に
「
北
方
に
佳
人
有
り
」
と
あ
る
。〔
越
羅
〕
越

の
国
の
特
産
の

羅
う
す
ぎ
ぬ

。〔
素
手
〕
白
く
美
し
い
手
。「
古
詩
十
九
首
」
其
十
（
『
文
選
』
巻
二
十

九
）
に
「
繊
繊

せ
ん
せ
ん

と
し
て
素
手
を
擢ぬ

き

ん
で
、
札
札
と
し
て
機き

杼じ
ょ

（
機
織
り
の
道
具
）
を
弄ろ

う

す
」

と
あ
る
。〔
炳
彪
〕
明
る
く
か
が
や
く
さ
ま
。〔
欲
遺
誰
〕「
古
詩
十
九
首
」
其
六
に
「
之 こ

れ

を
采 と

り

て
誰 た

れ

に
か
贈
ら
ん

お
く 

 
 

 

と
欲
す

ほ
っ 

 

る
」
と
あ
る
。〔
四
顧
〕
四
方
を
ふ
り
か
え
り
み
る
。「
古
詩
十
九
首
」

其
十
一
に
「
四
顧
す
る
に
何
ぞ
茫
茫
た
る
」
と
あ
る
。〔
駘
蕩
〕
の
び
の
び
と
し
た
さ
ま
。
謝 し

ゃ

玄
暉

げ

ん

き

の
詩
「
中
書
省
に

直
ち
ょ
く

す
」
（
『
文
選
』
巻
三
十
）
に
「
春
物
は 

方 ま
さ

に
駘
蕩
た
り
」
と
あ
る
。

〔
庭
陬
〕
庭
の
隅
。〔
良
辰
〕
良
い
日
。
吉
日
。〔
惜
歳
月
去
〕
曹 そ

う

丕 ひ

の
詩
「
清
河
に
於
て
船
を

輓 ひ

く
の
士
新
た
に
婚
し
妻
に
別
る
る
に
見 あ

う
一
首
」（『
玉
台
新
詠
』
巻
二
）
に
「
但
だ
歳
月
の

馳
す
る
を
惜
し
む
」
と
あ
る
。 

 

【
訳
】 

 
 

古
詩

こ

し

に
擬
え
る

な
ぞ
ら 

 
 
  

東
の
家
に
美
人
が
い
て
、
高
楼
に
一
人
住
ん
で
い
た
。
腰
に
は
越 え

つ

の
薄
絹
を
纏 ま

と

い
、

頭
に
は
翡
翠
の
髪
飾
り
を
挿
し
て
い
る
。
美
し
い
手
で
時
々
錦
を
織
る
と
、
錦
の
模

様
の
何
と
光
り
輝
く
こ
と
か
。
錦
を
織
り
上
げ
て
誰
に
贈
ろ
う
と
い
う
の
か
。
周
り

を
見
回
し
て
も
求
め
て
く
る
人
は
い
な
い
。
た
だ
静
か
に
座
っ
て
の
ん
び
り
と
し
た

春
風
が
花
の
咲
き
乱
れ
る
中
洲
に
吹
き
わ
た
る
の
を
眺
め
て
い
る
。
桃
や
李
の
樹
々
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が
群
生
し
、
艶
や
か
に
庭
の
隅
を
照
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
を
前
に
し
て
は
楽
し
む
べ

き
だ
。
ど
う
し
て
悲
し
み
に
沈
ん
だ
り
し
よ
う
か
。
こ
の
よ
き
時
節
と
美
し
い
景
色

と
を
、
誰
が
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
の
美
し
い
人
も
今
や
十
六
歳

に
な
っ
て
、
歳
月
は
流
れ
る
よ
う
に
過
ぎ
去
っ
て
い
っ
た
。
歳
月
が
流
れ
る
の
を
惜

し
ま
な
け
れ
ば
、
そ
の
美
し
い
姿
を
長
く
と
ど
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

 

（
欄
外
・
朱
筆
）
古
体
で
は
あ
る
が
陳
腐
で
は
な
い
。 

 

２ 

紀
遊
五
首 

 

遊 ゆ
う

を
紀 し

る

す
五
首

ご

し

ゅ 
 

（
欄
外
）
十
七
八
歳
時
喜
明
何
李
諸
人
作
、
故
有
是
等
詩 

十
七
八
歳
の
時
、
明み

ん

の
何か

李り

諸
人

し
ょ
じ
ん

の
作
を
喜
ぶ
。
故
に
是こ

れ

等ら

の
詩
有
り 

（
１
） 

澱
水
蒼
茫

接
海
波 

 
 

澱 で
ん

水 す
い 

蒼

茫

そ
う
ぼ
う

と
し
て
海
波

か
い
は

に
接

す

せ
っ 

 

 

海
甸
風
光
吾
始
過

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻

〻 
 
 

海
甸

か
い
で
ん

の
風
光

ふ
う
こ
う 

吾 わ

れ
始
め
て

は
じ 
 
 
 

過 す

ぐ 

東
來
地
勢

迥
坡
陀 

 
 

東

来

と
う
ら
い

の
地
勢

ち
せ
い 

迥 は
る

か
に
坡
陀

は

だ

た
り 

地
形
漸
豁
沃

〻

〻

〻

〻

〻

田〻

多〻 
 

地
形

ち

け

い

漸

く

よ
う
や 

 

豁 ひ
ら

け
て 

沃 よ
く

田
多

で
ん
お
お

し 

 
 

 
 

安 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

安あ
ん 

山
背
猶
思
奠〻

鼎
詔 

 

山 や
ま

背 し
ろ 

猶 な

お
思
う

お
も 

  

奠 て
ん

鼎 て
い

の

詔
み
こ
と
の
り 

浪
華
誰
誦
望
烟
歌 
 

浪
華

な

に

わ 

誰 た
れ

か

誦
し
ょ
う

せ
ん 

望 ぼ
う

煙 え
ん

の
歌 う

た 

楠
子
孤
墳
獨
涕
涙 

 

楠
子

な

ん

し

の
孤
墳

こ

ふ

ん

に 

独
り

ひ
と 

 

涕
涙

て
い
る
い 

豐
家
遺
業
空
山
河 

 

豊
家

ほ

う

か

の
遺
業

い
ぎ
ょ
う 

山
河

さ

ん

が

空
し

む
な 

  

 
 

在
心  

   
   

   
   

   
   

心
こ
こ
ろ

に
在
り

あ

 

て 

往
昔
悠
々

〻

〻

渾
若
此 

 

往
昔

お
う
せ
き 

悠
々

ゆ
う
ゆ
う

と
し
て 

渾 す
べ

て
此 か

く

の
若
し

ご
と 

  

後
來
天
地
更
如
何 

 

後
来

こ
う
ら
い 

天
地

て

ん

ち 

更
に

さ
ら 

 

如
何

い

か

ん 

 

（
欄
外
・
冒
頭
二
句
） 

二
岳
遙
臨
澱
水
波 

 
 
 

二 に

岳 が
く

遥 は
る

か
に
澱 で

ん

水 す
い

の
波 な

み

に
臨
み

の
ぞ 

  

王
畿
景
勝
喜
初
過 

 
 
 

王
畿

お

う

き

の
景
勝

け
い
し
ょ
う 

初
め
て

は
じ 

 
 

 

過 よ
ぎ

る
を
喜
ぶ

よ
ろ
こ 

  

 

（
欄
外
・
朱
批
）
一
結
振
全
勢
起 

 
 
 
 

一
結

い
っ
け
つ

振
い

ふ
る 

  

全
勢

ぜ
ん
せ
い

起
こ
る

お

 
 

 

 

【
語
釈
】 

〔
紀
遊
五
首
〕
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
、
十
八
歳
で
江
戸
に
遊
学
し
た
時
、
目
に
し
た
風
物

と
そ
こ
か
ら
触
発
さ
れ
た
感
慨
や
史
実
を
歌
う
。
『
山
陽
詩
鈔
』
で
は
巻
一
に
「
丁
巳
東
遊
」

と
題
し
て
六
首
を
収
め
る
。（
１
）
は
「
丁
巳
東
遊
六
首
」
其
一
の
初
案
。〔
何
李
〕
何
景

か

け

い

明 め
い

と

李り

夢ぼ
う

陽よ
う

。
い
ず
れ
も
中
国
明
代
中
期
の
詩
人
。
何
景
明
は
信
陽
（
河
南
省
）
の
人
。
復
古
主
義

を
唱
え
た
前
七
子
（
李
夢
陽
・
何
景
明
・
徐 じ

ょ

禎 て
い

卿 け
い

・
辺 へ

ん

貢 こ
う

・
康 こ

う

海 か
い

・
王
九
思

お
う
き
ゅ
う
し

・
王
廷
相

お
う
て
い
し
ょ
う

の
七

人
。
秦
漢
の
文
と
盛
唐
の
詩
を
貴
ん
だ
）
の
な
か
で
は
、
李
夢
陽
と
と
も
に
指
導
的
立
場
に
あ

り
、
李
何
と
並
称
さ
れ
た
が
、
の
ち
夢
陽
は
模
擬
を
、
景
明
は
創
造
を
主
張
し
て
対
立
し
た
。

李
夢
陽
は
慶
陽
（
陝 せ

ん

西 せ
い

省
）
の
人
。
李 り

東
陽

と
う
よ
う

（
李
夢
陽
ら
の
前
七
子
に
先
だ
っ
て
復
古
を
目
ざ

し
た
。
そ
の
詩
は
格
調
を
尊
び
な
が
ら
平
明
で
、
歴
史
故
事
を
歌
っ
た
古
楽
府
の
連
作
で
知
ら

れ
る
）
の
門
人
と
し
て
そ
の
影
響
を
受
け
、
彼
の
主
張
を
よ
り
鮮
明
に
し
た
復
古
主
義
を
提
唱

し
た
。〔
澱
水
〕
淀
川
の
中
国
風
の
名
称
。〔
蒼
茫
〕
空
・
海
・
平
原
な
ど
の
ひ
ろ
び
ろ
と
し
て

果
て
し
な
い
さ
ま
。〔
海
甸
〕
海
辺
の
町
は
ず
れ
。
海
に
接
し
た
地
方
。〔
東
来
〕
東
の
方
に
や

っ
て
く
る
。〔
坡
陀
〕
斜
め
に
か
た
む
い
て
、
平
ら
か
で
な
い
さ
ま
。〔
沃
田
〕
地
味
の
こ
え
た

田
地
。〔
山
背
〕
山
城

や
ま
し
ろ

国
の
古
称
。〔
奠
都
〕
都
を
定
め
る
。
こ
こ
で
は
平
安
遷
都
を
指
す
。〔
望 
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歌
〕
仁
徳
天
皇
の
御
歌
「
高
き
屋
に 

登
り
て
み
れ
ば
け
ぶ
り
立
つ 

民
の
竈
は
に
ぎ
は
ひ
に
け

り
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
七
賀
歌
）
を
踏
ま
え
る
。〔
楠
子
孤
墳
独
涕
涙
〕「
楠
子
」
は
楠
正

成
。
「
涕
涙
」
は
、
な
み
だ
を
流
す
こ
と
。
東
上
の
途
中
、
三
月
二
十
三
日
に
正
成
の
墓
を
訪

れ
て
感
慨
を
催
し
、
古
詩
を
作
っ
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
そ
の
う
ち
の
一
首
は
５
の
「
湊
川
歌
」。

〔
豊
家
〕
豊
臣
秀
吉
。
〔
往
昔
〕
す
ぎ
さ
っ
た
昔
。
い
に
し
え
。 

〔
後
来
〕
今
か
ら
の
ち
。

将
来
。 

 

【
訳
】 

(

欄
外)

十
七
・
八
歳
の
時
、
明
の
何
景
明
や
李
夢
陽
ら
の
作
を
好
ん
だ
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
詩

が
あ
る
。 

 

旅
を
記
す 

五
首 

淀
川
が
青
々
と
広
が
っ
て
海
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。（
芸
州
か
ら
）
東
に
来
て
み
る
と
、
土
地
が
遠
く
ま 

畿
内
の
海
辺
の
景
色
に
初
め
て
接
し
た
。
こ
こ
ま
で
来
る
と
し
だ
い
に
土
地
は
開 

で
広
が
り
、
起
伏
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。 

け
、
よ
く
肥
え
た
田
も
多
い
。
山
城
で
は
今
も
な
お
平
安
遷
都
の

詔
み
こ
と
の
り

の
こ
と
を
思

う
が
、
難
波
で
は
誰
が
望
煙
の
歌
を
詠
唱
し
て
い
よ
う
か
。
楠
公
の
墓
の
前
に
佇
む

と
涙
が
止
ま
ら
ず
、
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
の
あ
と
、
山
河
は
が
ら
ん
と
し
て
空
し 

私
の
心
の
中
に
あ
る 

い
。
昔
の
こ
と
は
す
べ
て
こ
の
よ
う
に
悠
々
と
過
ぎ
去
る
。
こ
の
世
は
将
来
ど
う
な

っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。 

 

（
欄
外
・
冒
頭
二
句
）
二
つ
の
山
岳
は
遥
か
彼
方
か
ら
淀
川
を
臨
ん
で
い
る
。 

初
め
て
畿
内
の
景
勝
を
目
に
し
て
喜
ん
で
い
る
。 

（
欄
外
・
朱
批
） 

 

結
句
が
振
る
う
と
、
全
体
の
勢
い
が
お
こ
る
。 

 

 

（
２
） 

 
 
 
 

控 
 

 
 

 
   

 
 
 
 
 
 
 

 

を
控
え

ひ
か 

 

 

五
十
三
亭
接〻

海
東 

 
 
 

五
十
三
亭

ご
じ
ゅ
う
さ
ん
て
い 

海
東

か
い
と
う

に
接
し

せ
っ 

  

草
津
驛
路
轉
飄
蓬 

 

草
津

く

さ

つ

の
駅 え

き

路 ろ 

転 て
ん

飄
ひ
ょ
う

蓬 ほ
う 

湖
南
草
樹
春
雲
碧 

 

湖
南

こ

な

ん

の
草
樹

そ
う
じ
ゅ 

春
し
ゅ
ん

雲 う
ん

碧 あ
お

く 

畿
内
峰
巒
夕
日
紅 

 

畿
内

き

な

い

の
峰
巒

ほ
う
ら
ん 

夕
日

せ
き
じ
つ

紅
く
れ
な
い

な
り 

形
勝
依
然
此
山
水 

   
  

形 け
い

勝
し
ょ
う 

依
然

い
ぜ
ん

た
り 

此 こ

の
山

水

さ
ん
す
い 

流
峙

〻

〻

寧〻

移
一
形

〻

〻

〻

勝〻 
 

流
峙

り
ゅ
う
じ 

寧 な

ん
ぞ
移
さ
ん

う
つ 

 
 
 

一
形

い
ち
け
い

勝
し
ょ
う 

興
亡
已
閲
幾
英
雄 

 

興
亡

こ
う
ぼ
う

已 す
で

に
閲
す

け
み 

  

幾 い
く

英
雄

え
い
ゆ
う 

分
明
攻
守
千
年
勢 

 

分
明

ぶ
ん
め
い

な
り 

攻
守

こ
う
し
ゅ 

千
年

せ
ん
ね
ん

の

勢
い
き
お
い 

 
 
 

将   
   

   
   

   
   

   
  

将

に

ま
さ 

 

追
わ
ん

お

 
 

と
す 

著
論
欲〻

追
賈
誼
風 

 

著
論

ち
ょ
ろ
ん 

追
わ
ん

お

 
 

と
欲
す

ほ
っ     

賈 か

誼 ぎ

の
風 ふ

う 

 

（
欄
外
・
朱
批
）
六
略
胚
胎 

 
 
 

六 り
く

略
り
ゃ
く

胚
胎

は
い
た
い

す 

 

【
語
釈
】 

「
丁
巳
東
遊
六
首
」
其
三
の
初
案
。〔
五
十
三
亭
〕
東
海
道
五
十
三
次
。〔
控
〕
～
を
間
近
に
す

る
。
但
し
こ
の
意
味
は
漢
語
に
は
な
く
、
和
語
の
用
法
。
〔
海
東
〕
東
海
。
押
韻
の
関
係
で
こ

の
語
順
に
な
っ
て
い
る
。〔
転
飄
蓬
〕「
蓬
」
は
風
に
吹
か
れ
て
転
が
り
飛
ぶ
植
物
。
流
浪
し
て

居
ど
こ
ろ
の
定
ま
ら
な
い
た
と
え
。〔
峰
巒
〕
み
ね
。
山
々
。〔
形
勝
〕
地
勢
・
風
景
な
ど
の
す
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ぐ
れ
て
い
る
こ
と
。 

〔
流
峙
〕
山
河
の
た
た
ず
ま
い
。
〔
賈 か

誼 ぎ

〕
［
前
二
〇
〇
～
前
一
六
八
］

中
国
、
前
漢
の
学
者
・
政
治
家
。
洛
陽
（
河
南
省
）
の
人
。
文
帝
に
信
任
さ
れ
た
が
、
重
臣
ら

の
反
対
に
あ
っ
て
左
遷
さ
れ
た
。
そ
の
後
ふ
た
た
び
文
帝
に
召
さ
れ
て
文
帝
の
子
の
梁
王
の
太

傅
と
な
り
、
重
要
な
献
策
を
行
っ
た
が
、
三
十
三
歳
の
若
さ
で
病
死
し
た
。
文
章
家
・
思
想
家

と
し
て
も
知
ら
れ
、
著
書
に
「
過
秦
論
」「
新
書
」
な
ど
が
あ
る
。 

 

【
訳
】 

…
…
…
…
…
東
海
を
間
近
に
し 

東
海
道
は
、
五
十
三
の
宿
駅
が
東
海
に
接
し
て
い
て
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
草
津

く

さ

つ

の

駅
を
通
る
道
を
、
私
は
風
に
転
が
る

蓬
よ
も
ぎ

の
よ
う
に
彷
徨

さ

ま

よ

っ
て
い
る
。
琵
琶
湖
の
南
に

は
草
木
は
春
の
雲
の
下
で
青
々
と
茂
り
、
畿
内
の
山
々
は
夕
陽
を
受
け
て
紅
に
染
ま

っ
て
い
る
。 

こ
の
山
河
の
た
た
ず
ま
い
は
依
然
と
し
て
変
わ
ら
ず 

こ
の
山
河
は
同
じ
一
つ
の
美
し
さ
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
幾
多
の
英
雄
の
興
亡
を

眺
め
て
き
た
。
長
い
間
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
英
雄
た
ち
の
攻
守
の
形
勢
が
、
私
に

は
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
る
か
ら
、
賈
誼
の
よ
う
な
著
作
を
、
ま
さ
に
書
き
起
こ
そ

う
と
し
て
い
る
。 

 

（
欄
外
・
朱
批
）『
六
韜
』『
三
略
』
の
風
を
萌
し
て

き
ざ 

 
 

 

い
る
。 

 

（
３
） 

思
鄕
何 

 
 
 
 
 
 
 

思 し

郷
き
ょ
う

何 な
ん

ぞ
問
わ
ん

と

 
 

 

家
人
莫

〻

〻

〻

問
大
刀
頭 

 

家
人

か

じ

ん

問
う

と

 

莫
れ

な
か 

  

大
刀

だ
い
と
う

の
頭 と

う 

 
 

悠
々 

 
 
 
 
 
 
  
   

悠

々

ゆ
う
ゆ
う

と
し
て 

書
劍
茲
生

〻

〻

未
倦
遊 

 

書 し
ょ

剣 け
ん 

茲 こ

の
生 せ

い 
 

未
だ

い
ま 

 

遊 ゆ
う

に
倦 う

ま
ず 

年
少
吾
將
事
觀
國 

 

年
少

と
し
わ
こ

う
し
て 

吾 わ

れ
将
に

ま
さ 

 

観 か
ん

国 こ
く

を
事
と
せ
ん

こ

と 
 

 
 

と
す 

時
平
誰
復
索
封
侯 

 

時 と
き 

平
ら
か

た
い 

 
 
 

に
し
て 

誰 た
れ

か
復 ま

た
封 ほ

う

侯 こ
う

を
索 も

と

め
ん 

天
邊
層
巓
連
三
越 

 

天
辺

て
ん
ぺ
ん 

層
巓

そ
う
て
ん 

三
越

さ
ん
え
つ

に
連
な
り

つ
ら 

 
 
  

雲
裡
重
關
入
八
州 

 

雲
裏

う

ん

り 

重

関

ち
ょ
う
か
ん 

八

州

は
っ
し
ゅ
う

に
入
る

い

 

 

堪
識
驩
虞
有
基
趾 

 

識 し

る
に
堪
え

た

 

た
り 

驩 か
ん

虞 ぐ 

基
趾

き

し

有
る

あ

 

を 

居
然
十
世
舊
金
甌 

 

居 き
ょ

然 ぜ
ん

と
し
て 

十
世

じ
っ
せ
い

旧
金
甌

き
ゅ
う
き
ん
お
う 

 (

欄
外
・
朱
批)

 

果
非
遺
世
之
人 

 

果
た
し
て

は

 
 

 

遺 い

世 せ
い

の
人
に
非 あ

ら

ず 

 

【
語
釈
】 

「
丁
巳
東
遊
六
首
」
其
四
の
初
案
。〔
思
郷
〕
故
郷
を
懐
か
し
く
思
う
こ
と
。
望
郷
。〔
大
刀
頭
〕

鐶 か
ん

（
刀
の
頭
部
に
付
け
る
輪
）
を
指
す
。「
還
」
と
同
音
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
還
る

か
え 

 

」
を
意
味

す
る
隠
語
。〔
書
剣
〕
書
物
と
剣
。
む
か
し
の
文
人
が
常
に
携
帯
し
た
も
の
。〔
茲
生
〕「
此
生
」

と
同
じ
。
来
世
に
対
し
て
こ
の
世
の
こ
と
。〔
封
侯
〕
領
土
を
与
え
て
諸
侯
（
大
名
）
に
す
る
。

〔
層
巓
〕
重
な
り
合
っ
た
山
の
い
た
だ
き
。
〔
重
関
〕
い
く
え
も
の
関
所
。
〔
驩
虞
〕
「
覇
者
の

民
は
驩 か

ん

虞 ぐ

如 じ
ょ

た
り
」（『
孟
子
』
尽
心
章
句
上
）
に
基
づ
き
、
覇
業
を
い
う
。〔
基
趾
（
基
址
）〕

も
と
い
。
い
し
ず
え
。
土
台
。
転
じ
て
物
事
の
成
り
立
つ
も
と
。
〔
居
然
〕
ど
っ
し
り
と
す
わ

っ
て
動
か
な
い
さ
ま
。
〔
金
甌
〕
金
甌
無
欠
＝
黄
金
の
か
め
で
、
少
し
も
欠
け
た
と
こ
ろ
が
な

い
。
転
じ
て
物
事
の
完
全
な
こ
と
。
特
に
外
国
の
侵
略
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
完
全
な
独
立
国

家
の
た
と
え
。 
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【
訳
】 

ど
う
し
て
故
郷
に
帰
る
こ
と
を
問
う
だ
ろ
う
か 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

悠
々
と
し
て 

 
 
  
   

   
   

   
   

   
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

家
人
よ
、
ど
う
か
帰
る
こ
と
を
問
わ
な
い
で
ほ
し
い
。
書
と
剣
を
携
え
て
私
は
ま
だ

東
遊
に
飽
き
て
帰
ろ
う
と
い
う
気
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
年
若
く
し
て
天
子
の
御
威

光
を
観
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
太
平
の
世
に
誰
が
諸
侯
と
な
る
こ
と
な
ど
求
め
よ

う
か
。 

天
に
そ
そ
り
立
つ
峰
々
は
三
越(

越
前
・
越
中
・
越
後)

に
連
な
り
、
雲
の
中
を
幾

重
に
も
重
な
る
関
所
を
越
え
て
関
東
八
州
に
入
っ
た
。
今
の
覇
業
に
は
そ
の
土
台
が

あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
だ
か
ら
こ
そ
じ
っ
と
動
か
ず
に
十
代
に
わ
た
っ
て
欠
け

る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
だ
。 

 (

欄
外
・
朱
批)

 

果
た
し
て
世
俗
を
忘
れ
た
人
で
は
な
い
。 

 

（
４
） 

鐡
馬
當
年
撥
戰
塵 

 

鉄 て
つ

馬 ば 

当
年

と
う
ね
ん 

戦
塵

せ
ん
じ
ん

を
撥 は

ら

い 

 
 

 
 

壮 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

壮
図

そ

う

と 

遙
思
天
慶
雄〻

圖
新 

 

遙 は
る

か
に
思
う

お
も 

  

天

慶

て
ん
ぎ
ょ
う

の
雄
図

ゆ

う

と 

新
あ
ら
た

な
る
を 

虎
符
據
險
驅
群
牧 

 

虎 こ

符 ふ 

険 け
ん

に
拠
っ
て

よ

 
 

 

群 ぐ
ん

牧 ぼ
く

を
駆
り

か

 

 

蛛
網
經
邦
籠
萬
人 
 

蛛
網

ち
ゅ
も
う 

邦 く
に

を
経
し
て

け
い 

 
 
  

万
人

ば
ん
に
ん

を
籠
む 

 
 
 

 

輝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
  

輝

く

か
が
や 

 

 

戈
戟
高 こ

う

開〻

將
臺
色 

 

戈
戟

か

げ

き 

高
く

た
か 

 

開
く

ひ
ら 

  

将
し
ょ
う

台 だ
い

の

色
し
ょ
く 

節
旄
遠
撫
帝
鄕
春 

 

節
旄

せ
つ
ぼ
う 

遠
く

と
お 

 

撫
す

ぶ

 

 

帝 て
い

郷
き
ょ
う

の
春 は

る 

吾
行
亦
知
蒙
恩
澤 

 

吾 わ

が
行 こ

う 

亦 ま

た
知
る

し

 

 

恩
沢

お
ん
た
く

を
蒙

る

こ
う
む 

 

を 

千
里
山
陽
如
比
鄰 

 

千
里

せ

ん

り

山
陽

さ
ん
よ
う 

比
隣

ひ

り

ん

の
如 ご

と

し 

 

【
語
釈
】 

「
丁
巳
東
遊
六
首
」
其
五
の
初
案
。
〔
鉄
馬
〕
鉄
製
の
冑
を
着
た
騎
兵
。
〔
当
年
〕
往
年
。〔
天 

慶
雄
図
新
〕「
天
慶
」
は
平
安
時
代
の
半
ば
に
平
将
門
が
起
こ
し
た
天
慶
の
乱
。「
雄
図
」
も
「
壮

図
」
も
規
模
が
大
き
く
て
り
っ
ぱ
な
計
画
。
天
慶
の
乱
は
平
定
さ
れ
た
が
、
武
士
が
お
こ
る
契

機
と
な
っ
た
。
将
門
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
武
士
の
世
を
徳
川
家
康
が
さ
ら
に
盤
石
な
も
の
に
し

た
こ
と
を
指
す
か
。
〔
虎
符
〕
古
代
中
国
で
、
虎
の
形
に
つ
く
っ
た
銅
製
の
割
符
。
参
戦
す
る

将
軍
が
兵
を
徴
発
す
る
時
の
証
明
と
し
て
天
子
か
ら
与
え
ら
れ
た
。
〔
群
牧
〕
多
く
の
地
方
長

官
。
諸
侯
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
諸
大
名
を
さ
す
。〔
蛛
網
〕
く
も
の
巣
。〔
戈
戟
〕
い
ず
れ
も
打

っ
て
刺
し
殺
す
武
器
。
戈
は
単
枝
の
も
の
、
戟
は
双
枝
（
え
だ
刃
）
の
も
の
を
い
う
。〔
将
台
〕

将
軍
が
指
揮
す
る
台
。
〔
節
旄
〕
昔
、
中
国
で
、
天
子
か
ら
将
軍
や
使
節
に
、
任
命
の
し
る
し

と
し
て
与
え
ら
れ
た
旗
。
ヤ
ク
の
毛
を
竿
の
先
に
つ
け
た
も
の
。
〔
帝
郷
〕
天
帝
の
み
や
こ
。

こ
こ
で
は
江
戸
を
さ
す
。 

 

【
訳
】 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

壮
大
な 

 
 

甲
冑
を
身
に
纏
い
、
馬
を
駆
っ
て
戦
塵

せ
ん
じ
ん

を
掃
っ
た
平
将
門
の
雄
大
な
野
望
に
、
徳

川
家
康
が
新
た
な
歴
史
を
加
え
た
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
将
軍
の
証
を
掲
げ
、

峻
険
な
八
州
の
地
を
根
拠
に
諸
大
名
を
駆
使
し
、
巧
緻
な
法
の
網
を
も
っ
て
国
を
覆 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
  

 
  

輝
い
て
お
り 

い
万
人
を
治
め
た
。
そ
の
武
威
は
燦
然
と
花
開
き
、
そ
の
指
揮
の
下
に
お
い
て
、
江

戸
は
春
を
謳
歌
し
え
た
の
で
あ
る
。 
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自
分
の
東
遊
も
ま
た
そ
の
恩
沢
を
蒙
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
山
陽

と
江
戸
と
が
遠
く
離
れ
て
い
て
も
近
所
に
で
も
出
か
け
る
よ
う
に
安
心
で
き
る
の
だ

か
ら
。 

 

 （
５
） 

覇
気
千
秋
蓊
鬱
哉 

 
覇
気

は

き 

千

秋

せ
ん
し
ゅ
う 

 

蓊 お
う

鬱 う
つ

な
る
か
な 

雲
虹
遙
擁
幾
樓
臺 

 

雲 う
ん

虹 こ
う 

遙 は
る

か
に
擁
す

よ
う 

  

幾 い
く

楼
台

ろ
う
だ
い 

女
墻
出
樹
雙
城
聳 

 

女 じ
ょ

墻
し
ょ
う 

樹 き

を
出
て

い
で 

  

双
城
聳

そ
う
じ
ょ
う
そ
び

え 

雄
岳
凌
空
八
朶
來 

 

雄 ゆ
う

岳 が
く 

空 く
う

を
凌
い
で

し
の 

 
 
  

八
朶

は

ち

だ

来
る

き
た 

  

終
古
草
茅
迎
白
月 

 

終
古

し
ゅ
う
こ 

草 そ
う

茅 ぼ
う 

白 は
く

月 げ
つ

を
迎 む

か

え 

今
闤
闠
起
紅
埃 

 

即
今

そ
っ
こ
ん 

闤
闠

か
ん
か
い 

紅 こ
う

埃 あ
い

起
こ
る

お
 

 

 

肩
摩
轂
撃
家
々
給 

 

肩
摩

け

ん

ま

轂
撃

こ
く
げ
き 

家
々

か

か

給
き
ゅ
う

す 

管
晏
何
過
諸
子
才 

 

管
晏

か
ん
あ
ん 

何 な
ん

ぞ
過
ぎ
ん

す

 
 

 

 

諸
子

し

ょ

し

の
才 さ

い

に 

 

【
語
釈
】 

〔「
丁
巳
東
遊
六
首
」
其
六
の
初
案
〕
〔
蓊
鬱
〕
香
り
が
強
く
濃
厚
で
あ
る
さ
ま
。
〔
女
墻
〕
城

の
ま
わ
り
に
め
ぐ
ら
し
た
低
い
垣
。
ま
た
、
低
い
生
垣
や
塀
。
ひ
め
が
き
。〔
八
朶
〕
蓮
の
花
。

「
芙
蓉
」
と
呼
ば
れ
る
富
士
山
の
こ
と
。
〔
終
古
草
茅
迎
白
月
〕
藤
原
良
経
の
和
歌
「
行
く
末

は
空
も
ひ
と
つ
の
武
蔵
野
に
草
の
原
よ
り
出
づ
る
月
影
」（『
新
古
今
和
歌
集
』
秋
歌
上
）
を
踏

ま
え
た
も
の
か
。
〔
即
今
〕
現
在
。
〔
闤
闠
〕
街
市
。
〔
肩
摩
〕
道
な
ど
が
混
雑
し
て
、
肩
と
肩

と
が
す
れ
合
う
こ
と
。
〔
轂
撃
〕
車
馬
の
通
行
が
き
わ
め
て
多
い
こ
と
。
人
が
多
く
、
こ
み
あ

う
こ
と
。〔
菅
晏
〕
管 か

ん

仲
ち
ゅ
う

と
晏
子

あ

ん

し

。
管
仲
は
中
国
春
秋
時
代
の
斉
の
政
治
家
。
名
は
夷 い

吾 ご

。
鮑
叔

ほ
う
し
ゅ
く

牙 が

の
推
薦
で
斉
の
桓
公
の
宰
相
と
な
り
、
富
国
強
兵
策
を
と
っ
て
そ
の
覇
業
を
助
け
た
。
晏
子

（
晏
嬰

あ
ん
え
い

）
は
中
国
、
春
秋
時
代
の
政
治
家
。
斉
の
三
代
の
王
に
仕
え
、
名
臣
と
し
て
管
仲
と
並

び
称
さ
れ
た
。 

 

【
訳
】 

将
軍
の
威
光
は
長
い
歳
月
の
間
満
ち
溢
れ
て
、
雲
と
虹
が
い
く
つ
も
の
物
見
台
を

取
り
囲
ん
で
い
る
。
ひ
め
が
き
が
木
々
の
間
か
ら
出
て
本
丸
と
西
丸
が
高
く
聳
え
、

霊
峰
富
士
山
は
天
に
聳
え
て
雄
壮
な
姿
を
見
せ
て
い
る
。
大
昔
は
草
む
ら
の
上
に
白

い
が
月
が
浮
か
ん
で
い
た
こ
の
地
も
今
で
は
大
き
な
街
と
な
っ
て
賑
わ
っ
て
い
る
。

車
馬
が
多
く
行
き
交
い
、
人
々
は
豊
か
に
暮
ら
し
て
い
る
。
か
の
管
仲
や
晏
子
も
江

戸
幕
府
を
支
え
た
名
臣
た
ち
の
才
に
は
勝
て
な
い
だ
ろ
う
。 

 

３ 

詠
古
五
首 

 

古
い
に
し
え

を
詠 え

い

ず 

五
首

ご

し

ゅ 

 

（
１
） 此

一
首
可
入
前
紀
遊
中 

 
 
 

此
の
一
首
、
前
の
「
遊
を
紀
す
」
の
中
に
入
る
べ
し 

 

百
揆
簪
纓
此
駿
奔 

 

百
揆

ひ
ゃ
く
き

の
簪
纓

し
ん
え
い 

此
れ

こ

 

駿

奔

し
ゅ
ん
ぽ
ん 

觀
光
亦
識
帝
王
尊 

 

観
光

か
ん
こ
う 

亦 ま
た

識 し

る 

帝
王

て
い
お
う

の
尊

き

と
う
と 

 

を 

紫
霞
低
拂
紫
宸
殿 

 

紫 し

霞 か 

低
く

ひ
く 

 

払
う

は
ら 

 

紫
宸
殿

し
し
ん
で
ん 

朱
旭
高
開
朱
雀
門 

 

朱 し
ゅ

旭
き
ょ
く 

高
く

た
か 

 

開
く

ひ
ら 

 

朱
雀
門

す
ざ
く
も
ん 

寶
器
由
來
存
郟
鄏 

 

宝
器

ほ

う

き 

由
来

ゆ

ら

い 

郟

鄏

こ
う
じ
ょ
く

に
存
し

そ
ん 

  

土
田
不
必
問
溫
原 

 

土
田

ど

で

ん 

必

ず

か
な
ら 

 

し
も
温 お

ん

原 げ
ん

を
問
わ

と

 

ず 

西
方
赤
縣
終
腥
羶 

 

西
方

せ
い
ほ
う

の
赤
県

せ
き
け
ん 

終 つ
い

に
腥
羶

せ
い
せ
ん 
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皇 
 
 
 
 

   
 
 

皇 こ
う 

孰
若
大
猷〻

裕
後
昆 

 

大
猷 

後 こ
う

昆 こ
ん

を
裕

ゆ
た
か

に
す
る
に
孰 い

ず

若 れ

ぞ 

 

（
欄
外
）
小
日
本
史 

 

【
語
釈
】 

「
丁
巳
東
遊
六
首
」
其
二
の
初
案
。
す
な
わ
ち
寛
政
九
年
に
お
け
る
東
上
の
途
上
の
作
。
同
年

三
月
二
十
五
日
、
京
都
を
通
っ
た
時
、
御
所
を
見
て
、
天
皇
へ
の
畏
敬
の
念
を
吐
露
し
た
作
で

あ
ろ
う
。〔
百
揆
〕
も
ろ
も
ろ
の
政
治
を
統
べ
は
か
る
官
。
百
官
の
長
。〔
簪
纓
〕
か
ん
ざ
し
と

冠
の
紐
。
転
じ
て
、
高
位
高
官
。
ま
た
、
そ
の
人
。
公
卿
。
〔
駿
奔
〕
す
み
や
か
に
走
る
。
祭

祀
の
際
の
礼
に
か
な
っ
た
官
吏
の
動
き
を
い
う
。
〔
郟
鄏
〕
周
の
成
王
の
都
。
〔
土
田
〕
土
地
。

天
子
が
支
配
す
る
領
地
の
意
。 

柳
宗
元
の
「
封
建
論
」
に
「
周
の
天
下
を
有 た

も

つ
や
、
土
田
を

裂
い
て
之
を
瓜
分
す
」
と
あ
る
。
〔
温
原
〕
温
と
原
。
周
の
襄
王
が
晋
の
文
公
に
与
え
た
領
地

（『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
二
十
五
年
）。〔
赤
県
〕
中
国
。『
史
記
』
孟
子
荀
卿
列
伝
に
「
中
国
を

名
づ
け
て
赤
県
神
州
と
曰
う
」
と
あ
る
。
〔
腥
羶
〕
な
ま
ぐ
さ
い
こ
と
。
〔
大
猷
〕
大
き
な
は

か
り
ご
と
。
大
き
な
道
。〔
皇
猷
〕
天
皇
の
国
を
治
め
る
計
画
。
天
子
の
治
世
の
道
。〔
裕
後
昆
〕

「
後 こ

う

昆 こ
ん

」
は
の
ち
の
世
の
人
。
後
人
。
子
孫
。
後
裔
。
『
書
経
』
仲
虺
之
誥

ち
ゅ
う
き
の
こ
う

の
「
義
を
以
て
事

を
制
し
、
礼
を
以
て
心
を
制
し
、
裕 ゆ

う

を
後 こ

う

昆 こ
ん

に
垂
れ

た

 

よ
」
に
基
づ
く
。 

 

【
訳
】 

百
官
の
臣
が
正
装
し
て
奔
走
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
威
儀
を
見
る
に
つ
け
て
も
、

天
皇
の
尊
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
紫
が
か
っ
た
雲
が
紫
宸
殿
に
か
か
り
、
赤
々

と
し
た
旭
日
が
朱
雀
門
の
上
に
高
く
昇
っ
て
い
る
。
三
種
の
神
器
は
、
も
と
も
と
王

城
に
あ
り
、
国
土
は
将
軍
の
領
地
で
あ
る
と
な
い
と
に
拘
ら
ず
、
あ
ま
ね
く
天
皇
の

も
の
で
あ
る
。
血
腥
い
争
い
を
繰
り
返
し
て
き
た
中
国
と
、
天
皇
と
い
う
大
き
な
道

に
よ
っ
て
子
孫
を
導
い
て
い
る
我
が
国
と
、
い
ず
れ
が
優
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。 

 

（
欄
外
）
小
日
本
史
と
も
い
う
べ
き
で
あ
る
。 

 

（
２
） 

（
欄
外
）
以
下
四
首
幷
別
録
八
首
為
詠
古
十
二
首 

 

以
下
の
四
首
幷 な

ら

び
に
別
録
八
首
を 

詠
古
十
二
首
と
為
す
。 

鞶
鑑
匆
々

酬
武
功 

 

鞶 ば
ん

鑑 か
ん 

匆
々

そ
う

そ
う 

武
功

ぶ

こ

う

に

酬 む
く

い 

邈
矣
都
兪
共

〻

〻

〻

〻

〻

亮
工

〻

〻 
 

邈 ば
く

た
り 

都
兪

と

ゆ 

共 と
も

に
亮
工

り
ょ
う
こ
う 

 

戰
塵
頻
到

紫
宸
宮 

 

戦 せ
ん

塵 じ
ん 

頻
り

し
き 

 

に

到

る

い
た 

 
 

紫
宸
宮

し

し

ん

ぐ

う 

竈
煬

〻

〻

未
病

〻

〻

太〻

明
通

〻

〻 
 

竈
煬

そ
う
よ
う 

未
だ

い
ま 

 

病
ま
ず

や

 
 

 

太

だ

は
な
は 

 

明
通

め
い
つ
う 

一
従 

 
 

 
 

 
 
 

一
た
び 

 
  

 
 
 

 
 

 
 

 

従

い

し
た
が 

 

 

曾
緣

〻

〻

棣
鄂
棼
人
紀 

 

曽 か
つ

て
棣
鄂

て
い
が
く

の
人 じ

ん

紀 き

を
棼 み

だ

す
に
縁
り

よ

 

 

遂
使
黍
離
入
國
風 

 

遂 つ
い

に
黍
離

し

ょ

り

を
し
て
国
風

こ
く
ふ
う

に
入
ら
し

い

 
 

む 

江
左
衣
冠
誰
仲
父 

 

江 こ
う

左 さ

の
衣
冠

い

か

ん 

誰 た
れ

か

仲
ち
ゅ
う

父 ほ 

河
陽
弓
矢
幾
文
公 

 

河 か

陽 よ
う

の
弓
矢

き
ゅ
う
し 

幾 い
く

文 ぶ
ん

公 こ
う 

姫
姜
迭
起

陳
迹 

 
 
 
 

姫
姜

き
き
ょ
う

迭た
が

い
に
起
こ

お

 

り 

終 つ
い

に
陳
迹

ち
ん
せ
き 

黄
雞

〻

〻

黑〻

鼠〻

終
何
在

〻

〻

〻 
 

黄
鶏

こ
う
け
い

黒
鼠

こ

く

そ 

終 つ
い

に
何
く

い
ず 

 

に
か
在
ら
ん

あ

 
 

 
又
見
趙
韓

交
競 

 
 

 

又 ま
た 

趙
ち
ょ
う

韓 か
ん

見
え
て

ま
み 

 
 
 

交
こ
も
ご
も 

 
 
 
 
 

 
 
 

競 き
そ

う 

復
使
猿
犬
爭
號

〻

〻

〻

〻

〻

〻

雄 
 

復 ま

た
猿 え

ん

犬 け
ん

を
し
て

争
あ
ら
そ

う
て 

雄 ゆ
う

を
号
さ
し

ご
う 

 
 
 
 

む 

 

た
い
ゆ
う 
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【
語
釈
】 

「
詠
史
十
二
首
」
其
一
の
初
案
。
〔
鞶
鑑
〕
鏡
の
つ
い
た
大
帯
。
〔
都
兪
〕
都
兪

と

ゆ

吁
咈

く

ふ

つ

と
い
い
、

都
兪

と

ゆ

は
賛
成
、
吁
咈

く

ふ

つ

が
不
賛
成
の
意
。
君
臣
の
討
論
審
議
の
意
に
用
い
る
（『
書
経
』
益
稷
）
。

〔
亮
工
〕
天
子
を
助
け
て
天
下
の
功
を
立
て
る
こ
と
（
『
書
経
』
益
稷
）
。
〔
黄
雞
黒
鼠
〕
姦
雄

を
指
し
た
語
か
。
こ
こ
で
は
足
利
氏
を
い
う
。〔
竈
煬
〕
煬
竈
で
竈
に
当
た
る
こ
と
。
転
じ
て
、

一
人
が
竈
に
当
た
れ
ば
他
の
者
は
こ
れ
に
当
た
る
こ
と
は
お
ろ
か
、
見
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い

こ
と
。
佞
倖
の
徒
が
政
を
ほ
し
い
ま
ま
に
し
て
君
の
明
を
蔽
う
喩
。
竈
の
火
を
君
の
明
に
比
し

て
言
う
（『
戦
国
策
』
衛
策
、『
韓
非
子
』
内
儲
説
上
）。〔
棣
鄂
〕
棣
鄂
之
情
＝
仲
が
良
く
美
し

い
兄
弟
の
情
。
棣
は
庭
梅
。
鄂
は
花
の
が
く
の
こ
と
。〔
人
紀
〕
人
た
る
者
の
履
む
べ
き
筋
道
。

〔
黍
離
〕
『
詩
経
』
王
風
の
篇
名
。
滅
亡
し
た
国
の
都
の
あ
と
に
キ
ビ
が
生
い
茂
っ
て
荒
れ
は

て
た
光
景
。
世
の
栄
枯
盛
衰
を
嘆
く
語
。
〔
江
左
〕
揚
子
江
の
下
流
地
方
。
今
の
江
蘇
省
と
浙

江
省
の
地
。
〔
河
陽
〕
春
秋
時
代
、
晋
の
文
公
が
周
の
襄
王
を
呼
び
つ
け
て
狩
を
さ
せ
た
土
地

（『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
二
十
八
年
）
。
〔
弓
矢
〕
晋
の
文
公
が
周
の
襄
王
よ
り
与
え
ら
れ
た
褒

美
の
品
。
こ
の
時
、
諸
侯
の
長
に
任
命
さ
れ
た
（『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
二
十
八
年
）。 

〔
姫

姜
〕
晋
の
王
は
姫
姓
。
斉
の
王
は
姜
姓
。
源
平
二
氏
に
擬
え
て
い
る
。〔
迭
起
〕
か
わ
る
が
わ

る
現
れ
る
。『
日
本
外
史
』
楠
氏
論
纂
に
北
条
氏
・
足
利
氏
を
指
し
て
「
姦
雄
迭
い
に
起
こ
る
」

と
あ
る
。 

〔
黄
雞
黒
鼠
〕
姦
雄
を
指
し
た
語
か
。
こ
こ
で
は
足
利
氏
を
い
う
。 

 

【
訳
】 

 
 
(

保
元
の
乱
で)

論
功
恩
賞
が
軽
率
に
行
わ
れ
た
た
め 

紫
宸
殿
に
ま
で
戦
塵
が
及
ん
で
し
ま
っ
た
。 

 

遙
か
昔
は
忠
実
で
賢
明
な
臣
が
い
た
た
め
、
佞
臣
の
災
い
も
未
だ
朝
廷
を
蝕
む
に

至
っ
て
い
な
か
っ
た
。
か
つ
て(

崇
徳
・
後
白
河
の)

兄
弟
の
不
和
が
争
乱
を
招
い
た

た
め
に
、
そ
の
ま
ま
天
皇
の
威
勢
は
地
に
堕
ち
て
し
ま
っ
た
。
管
仲
に
匹
敵
す
る(

大

江
広
元
の
）
よ
う
な
人
物
が
現
わ
れ
、（
足
利
義
満
や
豊
臣
秀
吉
の
よ
う
な
）
天
皇
の 

源
平
の
争
乱
も
遠
い
昔
の
話
と
な
り 

行
幸
を
受
け
る
人
物
が
何
人
も
現
れ
た
。姦
雄
た
ち
も
つ
い
に
は
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、

再
び
群
雄
が
割
拠
す
る
時
代
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

 

（
３
） 

平
城
讎
復
亦
徒
爲 

 

平

城

へ
い
じ
ょ
う

の

讎
し
ゅ
う

復 ふ
く 

亦 ま
た

徒 と

為 い 

業
就
磨
崖
未
勒
碑 

 

業

就

ぎ
ょ
う
な 

り
て 

摩 ま

崖 が
い 

未
だ

い
ま 

 

碑 ひ

を
勒 ろ

く

さ
ず 

袞
職
豈
無
周
仲
甫 

 

袞 こ
ん

職 し
き 

 

豈 あ

に
無
か
ら
ん

な

 
 

 

や 

周
し
ゅ
う

の

仲
ち
ゅ
う

甫 ほ 
 

簧
言
獨
患
晋
驪
姫 

 

簧 こ
う

言 げ
ん 

独
り

ひ
と 

 

患
う

う
れ 

  

晋 し
ん

の
驪
姫

り

き 

 

叢 

（
璧
） 

 
 
 
 

     

叢 そ
う 

 

（
璧ぺ

き

） 

蠶
桑〻

半
壁
開
天
日 

 

蠶 さ
ん

桑 そ
う 

半 は
ん

壁 ぺ
き 

天 て
ん

を
開
く

ひ
ら 

 

の
日 ひ 

 

 
 
 

三   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三 さ
ん 

劍
璽
五〻

朝
離
國
時 

 

剣
璽

け

ん

じ 

五 ご

朝
ち
ょ
う 

国 く
に

を
離 は

な

る
る
の
時 と

き 

不
憾
陳
生
謬
順
逆 

 

憾
み
ず

う
ら 

 
 
  

陳
生

ち
ん
せ
い

の

順

逆

じ
ゅ
ん
ぎ
ゃ
く

を
謬

る

あ
や
ま 

 

を 

 
 

夙 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

夙 つ
と

に 

春
秋
猶〻

有
彦
威
知 

 

春

秋

し
ゅ
ん
じ
ゅ
う 

猶 な

お 

彦 げ
ん

威 い

の
知
る

し

 

有
り

あ

 

 

 

（
欄
外
） 

指
正
統
記 

 
 

正
統
記
を
指
す 

 
【
語
釈
】 

「
詠
史
十
二
首
」
其
一
の
初
案
。
〔
平
城
〕
奈
良
。
こ
こ
で
は
天
皇
が
自
ら
政
治
を
行
っ
て
い

た
奈
良
時
代
の
こ
と
。〔
讎
復
〕「
復
讎
」
に
同
じ
。
平
仄
の
関
係
で
こ
の
語
順
と
な
っ
た
。
こ
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こ
で
は
建
武
の
新
政
（
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
天
皇
親
政
の
復
活
）
を
指
す
。
〔
徒
為
〕
無
駄
な

し
わ
ざ
。
建
武
の
新
政
が
二
年
で
終
わ
っ
た
こ
と
を
い
う
。
〔
袞
職
〕
天
子
を
補
佐
す
る
大
臣

宰
相
の
職
。『
詩
経
』
大
雅
・
烝
民
に
「
袞
職
に
闕け

つ

有
ら
ば 

維
れ
仲
山
甫
之
を
補
う
」
と
あ
る

の
に
拠
る
。〔
仲
甫
〕
仲
山

ち
ゅ
う
ざ
ん

甫 ぽ

の
こ
と
。
仲
山
甫
は
中
国
周
代
の
政
治
家
。
樊
侯
と
い
う
。
魯

の
献
公
の
子
で
、
周
の
宣
王
に
よ
っ
て
周
王
朝
中
興
が
な
さ
れ
た
時
の
賢
臣
。
後
醍
醐
天
皇
の

側
近
藤
原
藤
房
に
な
ぞ
ら
え
る
。
〔
簧
言
〕
讒
言
。
「
簧
」
は
笛
の
舌
。
「
蛇い

蛇い

た
る
碩せ

き

言げ
ん

は
口

よ
り
出
ず
。
巧
言

こ
う
げ
ん 

簧こ
う

の
如
く 
顔 が

ん

之こ

れ
厚 あ

つ

し
」（『
詩
経
』
小
雅
・
巧
言
）。〔
驪
姫
〕
晋
の
献
公

の
寵
姫
。
後
宮
の
寵
臣
た
ち
と
共
に
讒
言
を
行
い
、
太
子
の
申
生

し
ん
せ
い

に
代
え
て
我
が
子
を
立
て
よ

う
と
計
っ
た
。
こ
こ
で
は
後
醍
醐
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
、
讒
言
に
よ
っ
て
皇
子
の
護
良

も
り
な
が

親
王
を

陥
れ
た
藤
原
廉
子
に
擬
え
る
。
〔
蠶
叢
〕
伝
説
上
の
太
古
の
蜀
王
の
名
。
転
じ
て
蜀
の
別
名
。

こ
こ
で
は
南
朝
の
あ
っ
た
吉
野
を
指
す
。
〔
半
壁
〕
「
半
璧
」
の
誤
写
か
。
「
璧
」
は
皇
位
。
そ

れ
が
南
朝
と
北
朝
に
分
裂
し
て
い
る
た
め
「
半
」
と
い
う
。〔
開
天
〕
創
始
す
る
。〔
剣
璽
〕
天

子
の
し
る
し
で
あ
る
剣
と
玉
。
〔
陳
生
〕
陳
寿
の
こ
と
。
陳
寿
が
正
史
『
三
国
志
』
で
魏
を
正

統
と
し
た
の
は
誤
り
で
、
蜀
を
正
統
と
す
べ
き
だ
っ
た
と
す
る
。
こ
こ
で
山
陽
は
、
南
朝
が
正

統
で
あ
る
と
暗
に
言
っ
て
い
る
。
〔
彦
威
〕
東
晋
の
歴
史
家
・

習
し
ゅ
う

鑿さ
く

歯し

の
字

あ
ざ
な

。
著
書
に
『
漢

晋
春
秋
』
が
あ
り
、
蜀
を
正
統
と
し
た
。
南
朝
を
正
統
と
し
て
『
神
皇
正
統
記
』
を
著
し
た
北

畠
親
房
に
な
ぞ
ら
え
る
。 

 

【
訳
】 

武
家
に
復
讐
を
果
た
し
た
と
も
い
う
べ
き
後
醍
醐
天
皇
の
新
政
も
、
そ
の
業
績
を

碑
に
刻
ん
で
讃
え
る
前
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
天
皇
を
輔
弼

ほ

ひ

つ

す
る
（
周
の
仲
山
甫

の
よ
う
な
）
忠
臣
が
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
三
位
局
藤
原
廉
子

れ

ん

し

の
讒
言
の
た

め
に
（
藤
原
藤
房
の
）
諫
言
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
是
非
も
な
い
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
吉
野
に
南
朝
を
立
て
る
こ
と
に
な
り
、
後
醍
醐
・
後
村
上
・

後
亀
山
の
三
代
に
わ
た
っ
て
剣
璽
を
立
て
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ
た
。
多
く
の

人
々
は
順
逆
を
誤
り
、
北
朝
を
正
統
と
し
て
い
る
が
、
早
く
か
ら
ど
ち
ら
が
正
統
か

を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
人
物
（
北
畠
親
房
）
が
い
る
。 

 （
欄
外
）（
北
畠
親
房
の
『
神
皇
正
統
記
』
を
指
し
て
い
う
。 

 

（
４
） 

白
旄
披
拂
九
重
雲 

 

白
旄

は
く
ぼ
う 

披
き
払
う

ひ
ら 

 

は
ら 

 

九

重

き
ゅ
う
ち
ょ
う

の
雲 

始
見
武
人
爲
大
君 

 

始
め
て

は
じ 

 
 

見
る

み

 

 

武
人

ぶ

じ

ん

の
大
君

た
い
く
ん

と
為
る

な

 

を 

脩
怨
能
除
僧
相
國 

 

怨
を
脩 お

さ

め
て 

能
く

よ

 

除
く

の
ぞ 

 

僧

相

そ
う
し
ょ
う

国 こ
く 

貽
謀
豈
料
尼
將
軍 

 

謀
を
貽 の

こ

し
て 

豈 あ
に

に
料
ら
ん

は
か 

 
 
 
 

や
尼 に

将

軍

し
ょ
う
ぐ
ん 

 
 
 
 

險 
 

濟 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

険
難

け
ん
な
ん

を
済 す

く

い 

五
蛇
求
穴
艱〻

難
定〻 

 

五 ご

蛇 だ 

穴 あ
な

を
求
め
て

も
と 

 
 
 

艱
難

か
ん
な
ん

定
ま
り 

 
 
 
 

威 

柄 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
  

 
 
 
 
 
  

威
柄

い
へ
い 

三
馬
同
槽
封
域

〻

〻

分 
 

三 さ
ん

馬 ば 

槽 お
け

を
同 お

な

じ
う
し
て 

封
域

ほ
う
い
き

分 わ

か
る 

休
謂
荀
生
忘
漢
室 

 

謂 い

う
を
休
め
よ

や

 
 

 

荀

生

じ
ゅ
ん
せ
い 

漢
室

か
ん
し
つ

を
忘 わ

す

る
と 

削
平
誰
得
競
元
勳 

 

削 さ
く

平 へ
い 

誰 た
れ

か
元
勲

げ
ん
く
ん

を
競
う

き
そ 

 

を
得
ん

え

 

 

 

【
語
釈
】 

「
詠
史
十
二
首
」
其
三
の
初
案
。〔
白
旗
〕
源
氏
の
旗
印
。〔
九
重
〕
①
い
く
え
に
も
重
な
る
こ

と
。
「
錦
衣
九
重
」 

② 

宮
中
。
宮
廷
。
こ
こ
の
え
。
〔
威
柄
〕
人
を
恐
れ
さ
せ
服
従
さ
せ
る

力
と
、
権
力
。
〔
五
蛇
〕
春
秋
時
代
、
晋
の
文
公
（
重
耳
）
に
従
っ
た
五
人
の
臣
下
（
子
偃
・

う
ら
み 

は
か
り
ご
と 
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趙
衰
・
魏
武
子
・
司
空
季
子
・
介
子
推
）
。
文
公
は
即
位
す
る
ま
で
に
十
九
年
に
及
ぶ
亡
命
の

苦
難
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
伊
豆
に
流
さ
れ
て
二
十
年
間
流
人
の
生
活
を
送
っ
た
源
頼
朝
の
臣

下
た
ち
を
指
す
。
〔
三
馬
同
槽
〕
魏
の
曹
操
が
三
匹
の
馬
が
同
じ
槽
（
飼
葉
桶
）
で
ま
ぐ
さ
を

食
べ
て
い
る
夢
を
見
て
不
吉
に
思
っ
た
故
事
（『
晋
書
』
宣
帝
紀
）。
三
馬
は
、
魏
で
曹
操
か
ら

権
力
を
奪
っ
て
い
っ
た
司
馬
氏
の
三
人
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
頼
朝
の
死
後
、
幕
府
の

実
権
が
北
条
氏
に
移
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
い
う
。〔
荀
生
〕
荀
彧

じ
ゅ
ん
い
く

。
は
じ
め
後
漢
に
仕
え
、
後
、

魏
の
曹
操
の
謀
臣
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
は
じ
め
源
頼
朝
に
仕
え
な
が
ら
、
頼
朝
の
死
後
は
北

条
氏
の
参
謀
と
な
っ
て
大
功
が
あ
っ
た
大
江
広
元
を
指
す
。
〔
削
平
〕
敵
の
勢
い
を
弱
め
て
平

定
す
る
。〔
元
勲
〕
国
家
に
尽
く
し
た
大
き
な
功
績
。 

 

【
訳
】 

白
旗
を
翻
し
、
平
氏
を
滅
ぼ
し
て
宮
廷
に
か
か
る
暗
雲
を
払
い
、
初
め
て
征
夷
大

将
軍
と
な
っ
た
の
が
源
頼
朝
で
あ
っ
た
。
怨
み
を
晴
ら
し
て
平
清
盛
を
除
く
こ
と
が

で
き
た
が
、
子
孫
に
政
権
を
残
し
た
の
に
北
条
政
子
に
持
っ
て
行
か
れ
る
と
は
ど
う

し
て
予
想
で
き
よ
う
。
家
臣
ら
は
彼
の
も
と
に
集
ま
っ
て
困
難
の
の
ち
に
天
下
を
平

定
し
た
が
、
北
条
氏
三
代
（
時
政
・
義
時
・
泰
時
）
に
権
力
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

大
江
広
元
が
（
荀
彧
の
よ
う
に
）
朝
廷
の
恩
を
忘
れ
た
な
ど
と
い
っ
て
は
い
け
な
い
。

誰
が
広
元
の
天
下
平
定
へ
の
功
績
に
比
肩
す
る
こ
と
な
ど
で
き
よ
う
か
。 

 

（
５
） 

 
 

 
 
 

還 

飽 

颺 
  
   

   
    

 
 

 
 
    

飽
颺

ほ
う
よ
う

に
還 か

え

る 

一
旦
倒
戈
卜〻

興
亡

〻

〻 
 

一
旦

い
っ
た
ん 

戈 ほ
こ

を
倒
し

た
お 

  

興
亡

こ
う
ぼ
う

を
卜
す

ぼ
く 

  

分
明
後
虎
與
前
狼 

 

分
明

ぶ
ん
め
い

な
り 

後 こ
う

虎 こ

と
前
狼

ぜ
ん
ろ
う

と 

 

袁 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

袁 え
ん 

曹
表〻

跋
扈
終
傾
漢 

 

曹 そ
う

表
ひ
ょ
う

の
跋
扈

ば

っ

こ 

終 つ
い

に
漢 か

ん

を

傾
か
た
む

け 

 

遂 

害 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

遂 つ
い

に
唐 と

う

を
害 が

い

す 

朱
李
爭
衡
豈〻

爲〻

唐 
 

朱 し
ゅ

李 り

の
争
衡

そ
う
こ
う 

豈 あ

に 

唐 と
う

の
為 た

め

な
ら
ん
や 

 
 

歸 
  
   

   
   

   
   

   
   

 

帰
す

き

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

要
路
長
建〻

三
管
領 

 

要
路

よ

う

ろ 

長
く
建
つ

た

 

 

三 さ
ん

管

領

か
ん
り
ょ
う 

中
原
暫
見
两
天
王 

 

中

原

ち
ゅ
う
げ
ん 

暫

く

し
ば
ら 

 

見
る

み

 

 

両

天

り
ょ
う
て
ん

王 の
う 

可
知
繁
實
披
枝
幹 

 

知
る
べ
し 

繁 は
ん

実 じ
つ 

枝 し

幹 か
ん

を
披
る

お

 

を 

大
樹
何
堪
棲
鳳
凰 

 

大
樹

た
い
じ
ゅ 

何 な
ん

ぞ
鳳
凰

ほ
う
お
う

の
棲
み

す

 

た
る
に
堪
え
ん

た

 
 

 
 

 

【
語
釈
】 

「
詠
史
十
二
首
」
其
四
の
初
案
。〔
飽
颺
〕
十
分
盗
ん
で
逃
げ
る
。〔
後
虎
前
狼
〕「
前
虎
後
狼
」

と
も
。
災
難
が
し
き
り
に
来
る
こ
と
を
い
う
。
〔
曹
袁
〕
曹
操
と
袁
紹
。
互
い
に
覇
を
争
い
、

漢
の
衰
亡
を
招
い
た
。
こ
こ
で
は
足
利
氏
と
新
田
氏
を
指
す
。
〔
朱
李
〕
朱
全
忠

し
ゅ
ぜ
ん
ち
ゅ
う

と
李 り

克
用

こ
く
よ
う

。

朱
全
忠
（
八
五
二
～
九
一
二
）
は
、
中
国
五
代
後
梁
の
初
代
皇
帝
。
黄
巣
の
乱
に
参
加
し
、
の

ち
唐
に
降
り
節
度
使
と
な
っ
た
。
九
〇
七
年
、
唐
を
滅
ぼ
し
汴 べ

ん

京 け
い

（
開
封
）
に
即
位
し
た
が
、

次
子
の
友
珪

ゆ
う
け
い

に
殺
さ
れ
た
。
李
克
用
（
八
五
六
～
九
〇
八
）
は
、
中
国
唐
末
の
武
将
。
突
厥
沙
陀

と
つ
け
つ 

さ 

だ 

部
の
出
身
。
後
唐
の
建
国
者
李 り

存
勗

そ
ん
き
ょ
く

の
父
で
、
太
祖
と
追
号
さ
れ
た
。
黄
巣
の
乱
を
鎮
圧
し
、

河
北
を
制
し
て
朱
全
忠
と
激
し
く
争
っ
た
が
病
没
。
独
眼
竜
の
異
名
を
と
っ
た
。
こ
こ
で
は
足

利
尊
氏
と
新
田
義
貞
に
な
ぞ
ら
え
る
。〔
繁
實
披
枝
幹
〕『
史
記
』
范
睢
列
伝
に
「
木
実
繁 し

げ

き
者

は
其
の
枝
を
披 お

り
、
其
の
枝
を
披
る
者
は
其
の
心
を
傷

き
ず
つ

く
」
と
あ
る
。
臣
が
強
く
な
る
と
主

家
は
衰
え
る
の
意
。
〔
大
樹
〕
将
軍
の
意
。
後
漢
の
将
軍
馮 ふ

う

異 い

は
、
他
の
将
軍
た
ち
が
手
柄
の

話
を
始
め
る
と
、
大
き
な
樹
の
下
に
移
動
し
て
自
身
の
功
績
を
語
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
。
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「
馮
異
大
樹
」
は
、
謙
虚
で
慕
わ
れ
る
よ
う
な
人
格
の
た
と
え
。 

 

【
訳
】 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
  

  
 
 
  

 
  

 
  

 

恩
賞
を
盗
ん
で
か
ら
叛
旗
を
翻
し
た 

足
利
尊
氏
は
、
一
旦
は
戈
を
収
め
て
い
た
が
、
反
乱
の
機
会
を
窺
っ
て
い
た
。
こ

れ
は
、「
前
門
に
虎
を
防
い
で
後
門
に
狼
を
進
む
」
の
喩
え
ど
お
り
で
あ
っ
た
。
足
利 

争
っ
た
こ
と
が
皇
室
を
危
う
く
し
、 

と
新
田
が
の
さ
ば
っ
て
皇
室
の
力
を
弱
め
、
彼
ら
が
覇
権
を
争
う
こ
と
は
ど
う
し
て 

つ
い
に
は
衰
微
を
招
い
た
の
で
あ
る 

皇
室
の
た
め
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
足
利
氏
も
実
権
を
尽
く
三
管
領
（
斯
波
・
細

川
・
畠
山
）
に
奪
わ
れ
、
つ
い
に
は
応
仁
の
乱
が
起
こ
り
、
一
時
は
二
人
の
王
（
山

名
・
細
川
）
が
覇
を
競
う
よ
う
な
有
様
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
に
臣
下
を
優
遇
し
、
領

土
を
与
え
す
ぎ
た
た
め
、「
繁 は

ん

実 じ
つ

枝 え
だ

を
披
る

お

 

」
の
言
葉
ど
お
り
、
足
利
氏
は
衰
え
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
で
は
大
樹(

将
軍)

と
は
名
ば
か
り
で
、（
聖
王
の
世
に
現
れ
る
と
い
う

鳳
凰
が
棲
む
こ
と
も
な
く
）
瑞
祥
が
現
わ
れ
る
こ
と
な
ど
あ
ろ
う
か
。 

 

４ 

一
谷
歌 

 
 

 
 

 

一
い
ち
の

谷 た
に

の
歌 う

た 

 

播
之
首 

 
 
 

 
 

 
 

播 ば
ん

の
首 し

ゅ 

攝
之
尾 

 
 
 

 
 
 

 

摂 せ
つ

の
尾 び 

吾
視
其
地
何
雄
偉 

 
 

 

吾 わ
れ 

其 そ

の
地 ち

を
視
る

み

 

に
何 な

ん

ぞ
雄
偉

ゆ

う

い

な
る 

山
勢
北
來
逈
海

濡
（
壖
）  

 
 

山
勢

さ
ん
せ
い 

北 き
た

よ
り
来
り

き
た 

 

て 

海
壖

か
い

ぜ
ん

に
逈 む

か

い 

松
柏
露
根
亂
蘆
葦 

 
 

 

松

柏

し
ょ
う
は
く 

根 ね

を
露
わ

あ
ら 

 

し
て
蘆 ろ

葦 い

乱 み
だ

る 

怒
潮
淘
沙
出
白
骨 

 
 

 

怒 ど

潮
ち
ょ
う 

沙 す
な

を
淘 あ

ら

い
て
白
骨

は
っ
こ
つ

を
出
し

い
だ 

  

啼
小
鬼
兮
哭
大
鬼 

 
 

 

小
鬼
啼
き

し
ょ
う
き 

な 
 
  

大
鬼

だ

い

き

哭
す

こ
く 

  

聞
説
平
氏
曾
此
鏃
赤
斿 

 

聞
説

き

く

な
ら
く 

平
氏

へ

い

し

曽 か
つ

て
此 こ

こ

に
赤
斿

せ
き
ゆ
う

を
鏃

ら

む
ら
が 

 

す
と 

 

爲
城
澎
湃
爲
溝 

 
 

 

を
城 し

ろ

と
為
し

な

 

 

澎
湃

ほ
う
は
い

を
溝 み

ぞ

と
為
す

な

 

 

左
控
王
畿
右
甸
服 

 
 

 

左
ひ
だ
り

に
王
畿

お

う

き

を
控
え

ひ
か 

  

右 み
ぎ

に
甸
服

で
ん
ぷ
く 

舊
物
自
期
唾
手
收 

 
 

 

旧

物

き
ゅ
う
ぶ
つ

自

ら

み
ず
か 

 

期
す

き

 

 

手 て

に
唾
し
て

つ
ば 

 
 
 

収
め

お
さ 

 

ん
と 

 

無
柰
東
人
有
機
智 

 
 

 

奈
い
か
ん

と
も
す
る
無 な

し 

東
人

と
う
じ
ん 

機
智

き

ち

有
り

あ

 

て 

 
 
 
 

作 

何 

若 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
   

何 い

若 か
ん

と
作 な

さ
ん 

要
害
早
已
被
耽

〻

〻

視〻 
 
 

 

要
害

よ
う
が
い

早
く

は
や 

 

已 す
で

に
耽 た

ん

視 し

せ
ら
る
を 

九
郞
一
身
渾
是
膽 

 
 

 

九
郎

く

ろ

う

の
一
身

い
っ
し
ん 

渾 す
べ

て
是 こ

れ
胆 た

ん 

伏
旗
仆
鼓
出
不
意 

 
 

 

旗 は
た

を
伏
せ

ふ

 

 

鼓
つ
づ
み

を
仆 た

お

し
て
不
意

ふ

い

に
出
ず

い

 

 

蜀
道
雖
難
不
用
氈 

 
 

 

蜀
し
ょ
く

道 ど
う

難
し

か
た 

 

と
雖

も

い
え
ど 

 

氈 せ
ん

を
用
い
ず

も
ち 

 
 
  

懸
崖
絶
壁
如
平
地 

 
 

 

懸
崖

け
ん
が
い

絶
壁

ぜ
っ
ぺ
き 

平
地

へ

い

ち

の
如
し

ご
と 

  

組
練
劃
山
訝
懸
瀑 

 
 

 

組 そ

練 れ
ん 

山 や
ま

を
画
し
て

か
く 

 
 
 

懸
瀑

け
ん
ば
く

か
と

訝
い
ぶ
か

る 

蹄
閒
三
尋
真
是
鹿 

 
 

 

蹄
間
三

て
い
か
ん
さ
ん

尋 じ
ん 

真
ま
こ
と

に
是 こ

れ
鹿 し

か 

秦
宮
殿
宇
從
一
炬 

 
 

 

秦 し
ん

宮
き
ゅ
う

の
殿
宇

で

ん

う 

一
炬

い
っ
き
ょ

に
従

い

し
た
が 

  

晋
人
爭
舟
指
可
掬 

 
 

 

晋
人

し
ん
じ
ん 

舟 ふ
ね

を

争
あ
ら
そ

い
て
指
掬

ゆ
び
き
く

す
べ
し 

桓
伊
弄
笛
終
貽
禽 

 
 

 

桓
伊

か

ん

い 

笛 ふ
え

を

弄

ん

で

も
て
あ
そ 

 
 
 
 

終 つ
い

に
禽 き

ん

を
貽 お

く

り 

劉
琨
嘯
歌
亦
遭
戮 

 
 

 

劉

琨

り
ゅ
う
こ
ん 

嘯
歌

し
ょ
う
か

し
て
亦
戮

ま
た
り
く

に
遭
う

あ

 

 

 
 
 
 

 

人 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
  

人
の
知
る
少
な
し 

勝
敗
有
機
少
年〻

知 
 
 

 

勝
敗
機

し
ょ
う
は
い 

き 

有
り

あ

 

 

少
し
ょ
う

年 ね
ん

知
る

し

 

 

繪
畫
徒
傳
世
上
兒 

 
 

 

絵
画

か

い

が

徒
い
た
ず

ら
に 

世
上

せ
じ
ょ
う

の
児 じ

に
伝
う

つ
た 

  

一
自
貂
蟬
出
介
冑 

 
 

 

一 ひ
と

た
び
貂

蟬

ち
ょ
う
ぜ
ん 

介 か
い

冑
ち
ゅ
う

に
出
で

い

 

し
自 よ

り 

し  

ぎ 
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上
下
文
恬
又
武
熈 

 
 

 

上
下
文
恬

じ
ょ
う
げ
ぶ
ん
て
ん 

又
武
熈

ま
た 

ぶ 

き  
豈
知
養
虎
自
遺
患 

 
 

 

豈 あ

に
知
ら
ん

し

 
 

や 

虎 と
ら

を

養
や
し
な

い
て
自

ら

み
ず
か 

 

患
い

う
れ 

 

を 

遺 の
こ

せ
し
を 

 
 

既 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
   

  

既 す
で

に 

羽
翼
已〻

成
猶
守
雌 

 
 

 

羽
翼

う

よ

く

已
す
で 

に
成
り

な

 

て 

猶 な

お
雌 し

を
守 ま

も

る 

敢
忘
越
人
殺
其
父 

 
 

 

敢 あ
え

て
忘
れ
ん

わ
す 

 
 

や 

越
人

え
つ
ひ
と

の
其 そ

の
父 ち

ち

を
殺 こ

ろ

せ
し
を 

白
旄
一
出
誰
能
支 

 
 

 
白
旄
一

は
く
ぼ
う
ひ
と

た
び
出
で
て

い

 
 

 

誰 た
れ

か
能
く

よ

 

支
え
ん

さ
さ 

 
 
  

宛
如
翡
翠
遇
飢
鷹 

 
 

 

宛

も

あ
た
か 

 

翡
翠

ひ

す

い

の
飢 き

鷹 よ
う

に
遇
う

あ

 

が
如 ご

と

し 

不
免
毛
血
紛
離
披 

 
 

 

免
れ
ず

ま
ぬ
か 

 

 
毛 も

う

血 け
つ

の
紛 ふ

ん

と
し
て
離
披

り

ひ

す
る
を 

 

有 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
   

  

有
り

あ

 

 

獨
在〻

武
州
能
捐
軀 

 
 

 

独
り

ひ
と 

 

武
州

ぶ
し
ゅ
う

の
能
く

よ

 
軀 み

を
捐 す

つ
る
在
り

あ

 

 

 
 
 
 

 

丈
夫 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 

丈
夫

じ
ょ
う
ふ 

婦
人
群
中
見
男
兒

〻

〻 
 

 
 

婦
人

ふ

じ

ん

群

中

ぐ
ん
ち
ゅ
う 

男
児

だ

ん

じ

を
見
る

み

 

 

旴
乎
諸
君
苟
能
學
之
子 

 

旴
乎

あ

あ 

諸
君

し
ょ
く
ん

苟
い
や
し
く

も
能
く

よ

 

之 こ

の
子 こ

を
学 ま

な

ば
ば 

不
將
寶
劍
附
天
呉 

 
 

 

宝
剣

ほ
う
け
ん

を
将 も

っ
て
天 て

ん

呉 ご

に
附 ふ

せ
ず 

 

（
欄
外
）
起
手
不
凡 

 
 
 
 
 

起
手
凡
な
ら
ず
。 

 

【
語
釈
】 

「
過
一
谷
懐
平
源
興
亡
事
作
歌
」
（『
山
陽
詩
鈔
』
巻
一
所
収
）
の
初
案
。
〔
雄
偉
〕
た
く
ま
し

く
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
。
〔
海
壖
〕
海
岸
。
〔
蘆
葦
〕
植
物
の
ア
シ
。
水
辺
に
自
生
す
る
。
〔
赤

斿
〕
赤
旗
。
平
氏
の
旗
で
あ
る
。
斿
は
、
旗
の
垂
れ
さ
が
っ
た
部
分
。
ふ
き
な
が
し
。〔

 

〕

険
し
い
山
。
山
の

巓
い
た
だ
き

。〔
澎
湃
〕
水
が
み
な
ぎ
り
逆
巻
く
さ
ま
。〔
甸
服
〕
古
代
中
国
で
、
王

城
を
中
心
と
し
て
五
つ
に
分
け
た
地
（
五
服
）
の
一
つ
。
周
以
前
は
、
王
城
の
周
囲
各
五
百
里

以
内(

千
里
四
方)

の
地
を
い
う
。
〔
旧
物
〕
祖
先
が
遺
し
た
も
の
。
〔
耽
視
〕
う
か
が
い
視
る
。

〔
九
郎
〕
源
義
経
。
源
義
朝
の
九
男
で
、
源
九
郎
と
呼
ば
れ
た
。
〔
蜀
道
之
難
不
用
氈
〕
李
白

の
詩
「
蜀
道
難
」
に
「
蜀
道
の
難
き
は
青
天
に
上
る
よ
り
難
し
」
と
あ
り
、
ま
た
、
魏
の
鄧 と

う

艾 が
い

が
蜀
を
攻
め
た
際
に
毛
氈
に
身
を
包
み
、
険
峻
な
蜀
道
を
転
が
り
下
り
た
と
い
う
逸
話
（
『
三

国
志
』
魏
書
・
鄧
艾
伝
））
を
ふ
ま
え
た
も
の
。〔
組
練
〕
組
甲
と
被
練
（
絹
で
綴
っ
た
よ
ろ
い
）。

転
じ
て
、
よ
ろ
い
。
〔
蹄
間
三
尋
〕
優
れ
た
馬
が
一
蹴
り
で
三
尋
の
高
さ
ま
で
跳
ぶ
こ
と
。
一

尋
は
一
八
〇
セ
ン
チ
。
『
史
記
』
張
儀
列
伝
に
「
蹄
間
三
尋
に
し
て
騰 あ

が

る
者
、
勝 あ

げ
て
数
う
べ

か
ら
ず
」
と
あ
る
。〔
晋
人
争
舟
指
可
掬
〕『
春
秋
左
氏
伝
』
の
宣
公
十
二
年
、
邲 ひ

つ

の
戦
い
で
楚

に
敗
れ
た
晋
軍
が
舟
を
争
い
、
後
か
ら
乗
ろ
う
と
す
る
者
の
指
が
切
り
落
と
さ
れ
た
様
子
を

「
舟
中
の
指
掬
す
べ
し
」
と
表
現
し
た
の
を
ふ
ま
え
て
い
る
。
〔
桓
伊
〕
東
晋
の
人
。
笛
の
名

手
。
同
じ
く
笛
の
名
手
で
あ
る

平
た
い
ら
の

敦 あ
つ

盛 も
り

に
擬
え
て

な
ぞ
ら 

 
 
 

い
る
。
〔
貽
禽
〕
首
級
を
献
じ
る
。
殺
さ

れ
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
で
は
平
敦
盛
が
一
の
谷
の
合
戦
で
熊
谷
直
実
に
討
た
れ
た
こ
と
を
指

す
。
〔
劉
琨
〕 

西
晋
の
人
。
詩
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。
段
匹
磾

だ
ん
ひ
つ
て
い

に
殺
さ
れ
た
。
和
歌
に
秀
で

た
平
忠
度
（
一
の
谷
の
合
戦
で
阿
部
忠
澄
に
討
た
れ
た
）
に
擬
え
た
も
の
。
〔
貂
蟬
〕
貂
の
尾

と
蝉
の
羽
を
用
い
た
冠
の
飾
り
、
ま
た
そ
の
冠
。
冠
を
つ
け
る
人
、
高
位
高
官
を
意
味
す
る
。

〔
文
恬
武
熈
〕
文
官
も
武
官
も
安
逸
に
ふ
け
っ
て
世
を
か
え
り
み
ず
、
災
い
が
兆
す
の
に
気
づ

か
な
い
こ
と
。〔
羽
翼
已
成
〕「
羽
翼
」
は
助
け
る
こ
と
。
ま
た
、
助
け
る
人
。
補
佐
。『
史
記
』

留
侯
世
家
に
「
我
（
漢
の
高
祖
）
之 こ

れ

（
太
子
）
を
易
え
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
彼
の
四
人
（
東
園

公
・
綺
里
季
・
夏
黄
公
・
角
里
先
生
）
之
を
輔
け
、
羽
翼
已
に
成
り
、
動
か
し
難
し
」
と
あ
る

の
に
拠
る
。
〔
守
雌
〕
こ
こ
で
は
「
雌
伏
」
と
同
義
。
実
力
を
養
い
な
が
ら
活
躍
の
機
会
を
じ

っ
と
待
つ
こ
と
。『
老
子
』
第
二
十
八
章
に
、「
其
の
雄
を
知
り
、
其
の
雌
を
守
れ
ば
、
天
下
の

谿
と
為
る
」
（
男
性
的
な
剛
強
な
あ
り
方
を
知
っ
て
、
女
性
的
な
柔
弱
な
立
場
を
守
っ
て
い
く

し 
 

ぎ 
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と
世
の
人
が
慕
い
よ
る
谷
間
に
な
れ
る
）
と
あ
る
の
に
拠
る
。
〔
敢
忘
越
人
殺
其
父
〕
越
王
句

踐
と
の
戦
い
で
負
傷
し
た
呉
王
闔
廬
が
死
に
際
に
子
の
夫
差
に
語
っ
た
言
葉
。
「
闔
廬
、
太
子

夫
差
を
立
て
し
め
、
謂
い
て
曰
く
、
爾

な
ん
じ

、
而

な
ん
じ

は
句
踐
が
汝
の
父
を
殺
せ
る
を
忘
れ
ん
か
、
と
」

（『
史
記
』
呉
太
伯
世
家
）
に
拠
る
。
同
じ
く
父
を
殺
さ
れ
た
頼
朝
に
擬
え
る
。〔
養
虎
〕
後
日

の
災
い
と
な
る
種
を
残
す
こ
と
。 

〔
白
旄
〕
源
氏
の
白
旗
。〔
毛
血
〕
毛
と
血
。
血
ま
み
れ
の

羽
根
の
意
か
。
〔
離
披
〕
羽
が
舞
い
落
ち
る
さ
ま
。
〔
武
州
〕
平
知
章
を
指
す
。
〔
不
将
宝
剣
附

天
呉
〕
壇
ノ
浦
の
戦
い
で
平
氏
が
敗
れ
た
時
、
二
位
尼
（
平
清
盛
の
未
亡
人
時
子
）
が
安
徳
天

皇
を
抱
い
て
三
種
の
神
器
と
と
も
に
海
に
沈
ん
だ
こ
と
を
踏
ま
え
る
。
「
天
呉
」
は
水
に
住
む

怪
物
の
名
。
人
面
で
八
首
八
足
八
尾
と
い
う
。 

 

【
訳
】 

 
 

一
い
ち
の

谷 た
に

の
歌 う

た 

播
磨

は

り

ま

の
東
、
摂
津
の
西
。
こ
の
一
の
谷
の
地
を
見
る
と
そ
の
地
勢
の
何
と
雄
壮
な

こ
と
か
。
山
は
北
か
ら
走
っ
て
海
岸
に
向
か
い
、
山
肌
に
は
松
や
檜
が
根
を
露
わ
に

し
、
海
辺
に
は
蘆
や
葦
が
茂
っ
て
い
る
。
打
ち
寄
せ
る
波
が
砂
を
洗
っ
て
白
骨
が
現

れ
、
老
若
多
く
の
武
者
た
ち
の
霊
魂
が
泣
き
叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。
聞
く
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
か
つ
て
こ
こ
で
は
平
氏
の
軍
勢
が
赤
旗
を
翻
し
て
群
が
り
、
険
し
い

山
を
城
郭
と
し
、
波
が
逆
巻
く
海
を
濠
と
し
、
左
に
王
城
の
地
を
、
右
に
は
中
国
地

方
を
控
え
て
、
旧
来
の
覇
業
を
回
復
し
よ
う
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
東
国
の
武
者
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

   
   

   
   

   
   

   

如
何
と
も
し
が
た
い
状
態
に
陥
っ
た 

も
機
智
を
持
つ
者
が
お
り
、
否
応
な
く
こ
の
要
害
は
い
ち
早
く
監
視
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

源
九
郎
義
経
は
全
身
こ
れ
胆
力
と
も
い
う
べ
き
男
で
、
旗
や
鼓
を
伏
せ
て
不
意
打
ち

に
出
た
。（
蜀
道
に
匹
敵
す
る

鵯
ひ
よ
ど
り

越 ご
え

の
難
所
も
）
魏
の
鄧 と

う

艾 が
い

の
よ
う
に
毛
氈
を
使
っ

て
転
が
り
下
り
る
こ
と
な
く
、
険
し
い
絶
壁
の
よ
う
な
谷
を
あ
た
か
も
平
地
の
よ
う

に
駆
け
下
り
た
。
鎧
を
纏
っ
て
山
を
画
す
よ
う
に
一
斉
に
駆
け
下
り
る
様
は
瀑
布
と

見
ま
が
う
ば
か
り
で
、
山
を
駆
け
下
る
駿
馬
は
ま
さ
に
鹿
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ
う

し
て
（
一
本
の
松
明

た
い
ま
つ

で
焼
け
落
ち
た
秦
の
阿
房
宮
の
よ
う
に
）
福
原
の
要
害
は
灰
燼

に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。
秦
の
兵
士
は
先
を
争
っ
て
舟
に
乗
り
込
も
う
と
し
て
し
が
み

つ
い
た
者
の
切
り
落
さ
れ
た
指
が
両
手
で
掬
え
る

す
く 

 
 
 

ほ
ど
多
か
っ
た
と
い
う
が
、
平
氏

の
人
々
も
我
先
に
舟
で
逃
れ
よ
う
と
し
た
。
笛
の
名
手
で
あ
っ
た
平
敦
盛
も
熊
谷
直

実
に
首
級
を
上
げ
ら
れ
、
歌
を
能
く
し
た
平
忠
度
も
討
た
れ
て
し
ま
っ
た
。
戦
の
勝 

 
 

  
 

そ
の
こ
と
を
知
る
人
は
ま
れ
で 

敗
に
は
機
（
原
因
と
な
る
き
っ
か
け
）
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
若
者
は
知
っ
て
い
る
が
、 

い
た
ず
ら
に
こ
の
合
戦
の
様
子
を
描
い
て
は
子
供
た
ち
に
伝
え
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

平
氏
が
鎧
を
脱
い
で
衣
冠
束
帯
を
身
に
付
け
、
公
卿
に
な
っ
て
か
ら
は
、
文
官
も
武

官
も
遊
楽
に
耽
っ
て
世
を
か
え
り
み
る
こ
と
な
く
、
源
頼
朝
を
生
か
し
て
お
く
こ
と

が
自
分
た
ち
の
災
い
と
な
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
。
頼
朝
は
力
を
養
っ
て
雌

伏
の
時
を
待
っ
て
い
た
。
父
を
殺
さ
れ
た
頼
朝
は
復
讐
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
か

っ
た
の
だ
。
ひ
と
た
び
源
氏
の
白
旗
が
翻
る
と
、
こ
れ
を
止
め
得
る
者
は
な
く
、
あ

た
か
も
翡
翠
が
飢
え
た
鷹
に
遭
遇
し
た
か
の
よ
う
に
血
ま
み
れ
に
な
る
と
い
う
目
に

遭
っ
た
の
は
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
只
一
人
、
平
知
章
が
父
知
盛
の
代 

 
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   
   

   

丈
じ
ょ
う

夫 ふ 

わ
り
に
討
ち
死
に
し
た
の
は
、
婦
人
の
群
れ
の
中
に
真
の
男
児
を
見
る
と
い
う
べ
き

も
の
で
あ
っ
た
。
あ
あ
、
平
氏
の
人
々
が
知
章
を
見
習
っ
て
い
た
な
ら
、
草
薙
の
剣

を
海
神
の
も
の
に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 
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（
欄
外
）
書
き
出
し
に
は
非
凡
な
も
の
が
あ
る
。 

 

５ 

湊
川
歌 

 
 

 
 
 

湊

川

み
な
と
が
わ

の
歌 う

た 

 
 
 
 
 

此
詩
所
改
作
者
在
第
二
巻 

 
 
 

此
の
詩
改
作
す
る
所
は
第
二
巻
に
在
り 

 東
海
大
魚
奮
鬛
尾 

 
 

 
 

東
海

と
う
か
い

の
大
魚

だ
い
ぎ
ょ 

鬛
り
ょ
う

尾 び

を
奮
い

ふ
る 

  

蹴
黑
波
兮
汙
黼
扆 

 
 

 
 

黒
波

こ

く

は

を
蹴
り

け

 

 

黼
扆

ふ

い

を
汚
す

け
が 

  

隱
島
風
色
何
慘
澹 

 
 

 
 

隠 い
ん

島 と
う

の
風 ふ

う

色
し
ょ
く 

何 な
ん

ぞ
惨
澹

さ
ん
た
ん

た
る 

六
十
餘
州
總
鬼
虺 

 
 

 
 

六
十
余
州

ろ
く
じ
ゅ
う
よ
し
ゅ
う 

総
て

す
べ 

 

鬼
虺

 

き 

き  

將
軍
孑
々
揚
干
旌 

 
 
 
 

 
 

将
軍
孑
々

し
ょ
う
ぐ
ん
げ
つ
げ
つ

と
し
て 

干
旌

か
ん
せ
い

を
揚 あ

げ 

坐
却
鎌
府
百
萬
兵 

 
 

 
 

坐
し
て

ざ

 
 

却
し
り
ぞ

く 
鎌
府

け

ん

ふ 

百

万

ひ
ゃ
く
ま
ん

の
兵 へ

い 

揮
戈
擬
回
虞
淵
日 

 
 

 
 

戈 ほ
こ

を
揮
い

ふ
る 

  

回 か
え

さ
ん
と
擬
す

ほ
っ 
  

虞 ぐ

淵 え
ん

の
日 ひ 

執
臿
終
守
卽
墨
城 

 
 
 
 

 
 

臿 す
き

を
執
り

と

 

 

終 つ
い

に
守
る

ま
も 
 

即 そ
く

墨 ぼ
く

の
城 し

ろ 

克
壯
其
猶
答
値
遇 

 
 

 
 

克
く

よ

 

其 そ

の

猶
は
か
り
ご
と

を
壮
ん

さ
か 

 

に
し
て
値
遇

ち

ぐ

う

に
答 こ

た

え 

不
論
塵
埃
蒙
大
明 

 
 

 
 

塵
埃

じ
ん
あ
い

の
大
明

だ
い
め
い

を
蒙
う

お
お 

 

を
論
ぜ
ず

ろ
ん 

 
 
  

李
郭
威
名
漫
烜
赫 

 
 

 
 

李 り

郭 か
く

の
威
名

い

め

い 

漫
り

み
だ 

 

に
烜 け

ん

赫 か
く

た
り 

誰
知
睢
陽
維
群
情 

 
 

 
 

誰 た
れ

か
知
ら
ん

し

 
 

 

睢 す
い

陽 よ
う 

群 ぐ
ん

情
じ
ょ
う

を
維 つ

な

ぐ
を 

出
將
入
相
任
未
得 

 
 

 
 

出
で
て
は
将

し
ょ
う 

入
り
て
は
相

し
ょ
う

な
る
も 

任 に
ん 

未 い
ま

だ
得 え

ず 

前
狼
後
虎
禍
已
成 
 
 

 
 

前
狼
後

ぜ
ん
ろ
う
こ
う

虎 こ 

禍
わ
ざ
わ
い

已
す
で
に

に
成
る

な

 

 

猶
有
楠
樹
古
根
存 

 
 

 
 

猶 な

お 

楠 な
ん

樹
有
り

じ
ゅ
あ 

 

て 

古
根

こ

こ

ん

を
存
し

そ
ん 

  

帝
坐
頼
之
得
暫
尊 

 
 

 
 

帝
坐

て

い

ざ 

之 こ
れ

を
頼

り

た
よ 

 
  

暫

く

し
ば
ら 

 

尊

き

と
う
と 

 

を
得
た
り

え

 
 

 

連
枝
交
陰
五
十
載 

 
 

 
 

連
枝

れ

ん

し

の
交 こ

う

陰 い
ん 

五
十
載

ご
じ
っ
さ
い 

莫
謂
兒
子
是
犬
豚 

 
 

 
 

謂
う

い 
 

莫 な

か
れ 

児
子

じ

し

は
是 こ

れ
犬 け

ん

豚 と
ん

な
り
と 

 

廈 
 
 
 
 
 
 
 

   
   

   
  
 

廈 か 

大
層〻

一
木
顚
而
止 

 
 
 

 

大 た
い

層 そ
う 

一
木

い
ち
ぼ
く 

顚 た
お

れ
て
止
む

や

 

 

歎
息
世
以
成
敗
論 

 
 

 
 

歎
息

た
ん
そ
く

す 

世 よ 

成
敗

せ
い
は
い

を
以
て

も
っ 

 

論 ろ
ん

ず
る
を 

君
不
見
千
年
之
後
一
片
石 

 

君 き
み

見
ず

み

 

や 

千
年

せ
ん
ね
ん

の
後 の

ち

一
片

い
っ
ぺ
ん

の
石 い

し 

八
字
庶
可
慰
英
魄 

 
 

 
 

八 は
ち

字 じ 

庶
こ
い
ね
が

わ
く
は 

英
魄

え
い
は
く

を
慰

む

な
ぐ
さ 

 

べ
し 

 

 

【
語
釈
】 

「
謁
楠
河
州
墳
有
作
」（『
山
陽
詩
鈔
』
巻
一
所
収
）
の
初
案
。〔
東
海
大
魚
〕『
太
平
記
』
巻
六

に
、
北
条
高
時
の
一
味
を
指
し
て
「
東
魚
来
つ
て
四
海
を
吞
む
」
と
い
う
。〔
黼
扆
〕
斧
の
形

を
か
い
た
赤
い
絹
地
の
屏
風
。
天
子
の
御
座
の
う
し
ろ
に
立
て
た
も
の
。〔
孑
々
〕
高
く
そ
び

え
る
さ
ま
。『
詩
経
』
鄘
風

よ
う
ふ
う

「
干
旄

か
ん
ぼ
う

」
に
基
づ
く
語
。〔
干
旌
〕
竿
の
上
に
付
け
た
旗
。〔
鬼
虺
〕

鬼
と
蛇
。
悪
逆
の
者
の
意
。〔
虞
淵
〕
中
国
の
伝
説
上
の
場
所
。
太
陽
の
没
す
る
と
こ
ろ
と
さ

れ
る
。〔
克
壮
其
猶
〕『
詩
経
』
小
雅
「
采
芑
」
に
基
づ
く
語
。〔
値
遇
〕
優
れ
た
君
主
に
出
会

っ
て
実
力
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
。〔
李
郭
〕
李
光

り

こ

う

弼 ひ
つ

と
郭
子

か

く

し

儀 ぎ

。
い
ず
れ
も
唐
代
の
武
将
。
李

光
弼
（
七
〇
八
～
七
六
四
）
は
、
契
丹
の
後
裔
で
騎
射
軍
略
に
す
ぐ
れ
，
天
宝 

十
四
年 

(

七

五
五)

 

年
に
安
史
の
乱
が
起
る
と
唐
朝
に
重
用
さ
れ
，
乱
の
鎮
圧
に
尽
力
し
た
。
中
興
の
戦
功

第
一
と
う
た
わ
れ
、
臨
淮
王
に
封
じ
ら
れ
た
。
郭
子
儀
（
六
九
七
～
七
八
一
）
は
、
安
史
の
乱

を
平
定
し
た
。
そ
の
後
、
一
時
排
斥
さ
れ
る
が
再
び
登
用
さ
れ
、
吐
蕃
の
侵
入
を
退
け
た
。
最

高
官
の
太
尉
、
中
書
令
に
任
ぜ
ら
れ
、
汾
陽
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
。〔
烜
赫
〕
名
声
を
高
め
る
．

名
声
が
鳴
り
響
く
こ
と
。〔
睢
陽
〕
県
の
名
。
そ
の
故
城
。
今
の
河
南
省
・
商
邱
県
の
南
に
あ

り
、
唐
の
張
巡
・
許
遠
が
こ
こ
を
守
っ
て
安
禄
山
に
抵
抗
し
た
。 

〔
出
将
入
相
〕
朝
廷
の
外

に
出
れ
ば
将
軍
と
し
て
、
朝
廷
の
中
に
入
れ
ば
宰
相
と
し
て
力
を
発
揮
す
る
こ
と
。
学
問
と
武

術
の
両
方
の
才
能
が
あ
る
こ
と
を
い
う
。〔
交
陰
〕
木
の
枝
が
互
い
に
陰
を
交
え
る
。
こ
こ
で
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は
朝
廷
が
南
朝
と
北
朝
に
分
か
れ
る
こ
と
。〔
大
廈
一
木
顚
而
止
〕「
大
廈
」
は
大
き
な
家
。
豪

壮
な
建
物
。『
文
中
子
』
事
君
篇
に
「
大
廈
将
に
顚 た

お

れ
ん
と
す
。
一
木
の
支
う
る
所
に
非
ざ
る

な
り
」
と
あ
る
。 

【
訳
】 

東
海
の
大
魚(
北
条
軍)

が
鰭
や
尾
を
振
り
立
て
、
黒
い
荒
波
を
蹴
立
て
て
押
し
寄

せ
る
よ
う
な
勢
い
で(
関
東
か
ら
攻
め
寄
せ
て)

帝
座
を
汚
し
、
後
醍
醐
天
皇
を
隠
岐

島
に
流
し
た
。
隠
岐
島
の
風
雲
は
何
と
も
傷
ま
し
く
、
日
本
六
十
六
州
は
総
て
賊
の

も
の
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
時
、
将
軍
（
楠
木
正
成
）
は
天
皇
に
呼
応
し
、
高
々
と
旗
を
掲
げ
、
い
な
が

ら
に
し
て
鎌
倉
方
百
万
の
兵
を
退
け
た
。
戈 ほ

こ

を
揮
っ
て

ふ
る 

 
 
 

没
も
う
と
す
る
太
陽
を
招
き

返
そ
う
と
し
、（
斉
の
田
単
が
即
墨
で
兵
士
と
と
も
に
城
を
築
い
た
よ
う
に
）
赤
坂
・

千
早
城
を
築
い
て
戦
っ
た
。
正
成
は
大
い
に
謀
略
を
巡
ら
し
て
天
皇
の
重
用
に
応
え
、

塵
や
埃
が
太
陽
を
覆
い
隠
す
の
を
問
題
に
し
な
か
っ
た
。
足
利
尊
氏
と
新
田
義
貞
（
李

光
弼
と
郭
子
儀
に
擬
え
る)

の
名
声
は
こ
れ
と
い
っ
た
理
由
も
な
く
高
い
が
、
誰
が
知

ろ
う
、
赤
坂
・
千
早
城
（
睢 す

い

陽 よ
う

城
に
擬
え
る)

を
守
っ
た
正
成
が
多
く
の
人
々
の
心
を

鼓
舞
し
、
繋
い
だ
こ
と
を
。
文
武
に
才
能
を
発
揮
し
た
正
成
も
正
当
な
任
務
を
得
る

こ
と
が
出
来
ず
に
、
前
門
の
虎(

北
条
氏)

を
防
い
だ
か
と
思
う
と
後
門
の
狼(
足
利

氏)

が
攻
め
て
く
る
と
い
う
禍
が
起
こ
っ
た
。 

楠
木
氏
は
な
お
健
在
で
あ
っ
て
、
天
皇
は
正
成
を
頼
り
、
し
ば
ら
く
は
帝
位
を
守

る
こ
と
が
で
き
た
。
つ
い
に
は
南
北
朝
に
分
か
れ
る
時
代
が
五
十
年
も
続
く
こ
と
に

な
っ
た
が
、
正
成
の
子
供
た
ち
を
才
智
の
な
い
愚
か
者
だ
と
言
っ
て
は
い
け
な
い
。

巨
大
な
建
物
も
一
本
の
木
で
支
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
つ
い
に
は
崩
れ
る
。
後
世
の

人
々
が
成
功
や
失
敗
の
み
に
よ
っ
て
英
雄
を
論
じ
る
の
を
私
は
歎
く
。 

君
は
見
る
だ
ろ
う
。
千
年
の
後
も
な
お
建
っ
て
い
る
一
片
の
石
を
。
そ
こ
に
刻
ま
れ

た
（「
嗚
呼
忠
臣
楠
子
之
墓
」
の
）
八
字
が
ど
う
か
英
雄
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
て
ほ
し
い
。 

 （
欄
外
） 

一
作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
に
作
る 

 
 

楠
公
畫
像
歌 

 
 
 
 
 

 

楠
公
画
像
の
歌 

東
海
大
魚
奮
鬛
尾 

 
 
 
 

東
海

と
う
か
い

の
大
魚

だ
い
ぎ
ょ 

鬛
り
ょ
う

尾 び

を
奮
い

ふ
る 

 

 

蹴
蹋
黑
波
汙
黼
扆 

 
 
 
 

黒
波

こ
く
は

を
蹴
り

け

 

 

黼
扆

ほ

い

を
汚
す

け
が 

  

隱
島
風
雲
太
慘
悽 

 
 
 
 

隠 い
ん

島 と
う

の
風 ふ

う

色
し
ょ
く 

太
は
な
は

だ
惨
澹

さ
ん
た
ん 

六
十
餘
州
總
鬼
虺 

 
 
 
 

六

十

余

州

ろ
く
じ
ゅ
う
よ
し
ゅ
う 

総
て

す
べ 

 

鬼
虺

 

き 

き 

 

將
軍
隻
手
擺
妖
氣 

 
 
 

 
 
 

将
軍

し
ょ
う
ぐ
ん 

隻
手

せ
き
し
ゅ

も
て
妖
気

よ

う

き

を
擺 は

ら

い 

身
當
百
萬
哮
闞
群 

 
 
 
 

身 み

は
当
る

あ
た 

  

百
万
哮
闞

ひ
ゃ
く
ま
ん
こ
う
か
ん

の
群 ぐ

ん 

揮
戈
擬
招
虞
淵
日 

 
 
 
 

戈 ほ
こ

を
揮
い

ふ
る 

 

 

招
か
ん

ま
ね 

 
 

 

と
擬
す

ほ
っ 

  

虞 ぐ

淵 え
ん

の
日 ひ 

(

執)
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
執
り

と

 

） 

報
臿
自
率
即
墨
軍 

 
 
  
  

 

臿 す
き

を
報ほ

う

じ 

自
ら

み
ず
か 

 

率
い
る

ひ

き

 
 

 

即 そ
く

墨 ぼ
く

の
軍 ぐ

ん 

束
藁
出
陴
影
人
列 

 
 
 
 

束そ
く

藁こ
う 

陴
ひ
め
が
き

を
出
て

い
で 

 

影 か
げ

は
人
列

じ
ん
れ
つ 

 

飛
橋
陞
壑
声
雷
磤 

 
 
 
 
 

飛 ひ

橋
き
ょ
う 

壑た
に

を
陞の

ぼ

り 

声こ
え

は
雷
磤

ら
い
い
ん 

旋
乾
轉
坤
答
恩
遇 

 
 
 
 
 

乾 け
ん

を
旋

め
ぐ
ら

し 

坤 こ
ん

を
転
じ
て

て
ん 

 
 

  

恩
遇

お
ん
ぐ
う

に
答 こ

た

え 

洒
掃
輦
道
迎
鑾
輅 

 
 
 
 
 

輦 れ
ん

道 ど
う

を
洒
掃

さ
い
そ
う

し
て 

鑾
輅

ら

ん

ろ

を
迎 む

か

う 

論
功
睢
陽
尤
有
力 

 
 
 
 
 

功こ
う

を
論
ず
れ
ば

ろ
ん 

 
 
 
 
 

 

睢す
い

陽よ
う 

尤

も

も
っ
と 

 

力
ち
か
ら

有
り

あ

 

 
李
郭
誰
稱
安
天
歩 

」 
  
 
 

李り

郭か
く 

誰た
れ

か
称

せ

ん

し
ょ
う 

 
 
 
 

 

天 て
ん

歩 ほ

を
安

ん

や
す 

 
 

ず
と 

未
列
出
將
入
相
班 

 
  
  

 
 

未
だ

い
ま 

 

将
し
ょ
う

よ
り
出
で
て

い

 
 

相
し
ょ
う

に
入
る

い

 

の
班は

ん

に
列れ

っ

せ
ざ
る
に 

已
今
前
狼
後
虎
患 

 
 
 
 

已 す
で

に
今 い

ま 

前
狼
後

ぜ
ん
ろ
う
こ
う

虎こ

の
患か

ん 
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楩
楠
舊
根
猶
蟠
結 

 
 
 
 

楩 べ
ん

楠 な
ん

の
旧
根

き
ゅ
う
こ
ん 

猶 な

お 

蟠
結

は
ん
け
つ 

帝
座
仍
舊
得
倚
安 

 
 
 
 

帝
座

て

い

ざ 

旧
き
ゅ
う

に
仍よ

り 

倚 い

安 あ
ん

す
る
を
得
た

え

 

り 

大
廈
一
木
顚
何
罪 

 
 
 
 

大
廈

た
い
か 

 

一
木

い
ち
ぼ
く 

顚 た
お

る
る
は
何な

ん

の
罪つ

み

ぞ 

攝
川
陰
雨
旗
影
彎 

 
 
 
 

摂 せ
つ

川せ
ん

の
陰い

ん

雨う 

旗き

影え
い

彎ま

が
る 

君
不
見
五
百
年
後
一
片
石 

 

君き
み

見
ず

み

 

や 

五
百
年

ご
ひ
ゃ
く
ね
ん

の
後の

ち 

一
片

い
っ
ぺ
ん

の
石い

し 

八
字
庶
可
慰
英
魄 

 
 
 
 

八
字

は

ち

じ

庶こ
い

わね
が

く
は
英
魄

え
い
は
く

を
慰

む

な
ぐ
さ 

 

べ
し 

 

【
語
釈
】 

〔
飛
橋
〕
高
い
所
に
架
か
っ
た
橋
。
こ
こ
で
は
正
成
の
築
い
た
千
早
城
を
攻
め
る
た
め
に
賊
軍

が
造
っ
た
雲
梯
を
指
す
。〔
哮
闞
群
〕
吠
え
叫
ぶ
猛
獣
の
群
れ
。
賊
軍
を
指
す
。 

〔
報
臿
〕

「
報
」
は
「
執
」
の
誤
写
か
。
こ
こ
で
は
「
執
」
と
し
て
解
釈
す
る
。〔
雷
磤
〕「
磤
」
は
雷
の

轟
き
響
く
音
。〔
恩
遇
〕
天
子
の
め
ぐ
み
。〔
輦
道
〕
天
子
の
車
の
通
る
道
。〔
洒
掃
〕
水
を
ま

き
、
箒
で
掃
く
こ
と
。〔
鑾
輅
〕
天
子
の
乗
る
馬
車
。〔
天
歩
〕
国
の
情
勢
。〔
楩
楠
〕
楠
木
氏

の
こ
と
。「
楩
」
は
ク
ス
ノ
キ
に
似
た
木
。〔
蟠
結
〕
わ
だ
か
ま
り
む
す
ぼ
れ
る
。〔
陰
雨
〕
し

と
し
と
降
る
陰
気
な
雨
。〔
旗
影
彎
〕
楠
木
氏
が
つ
い
に
は
滅
ん
だ
こ
と
を
指
す
か
。 

 

 

【
訳
】 

東
海
の
大
魚(

北
条
軍)

が
鰭
や
尾
を
振
り
立
て
、
黒
い
荒
波
を
蹴
立
て
て
押
し
寄
せ
る
よ
う

な
勢
い
で(

関
東
か
ら
攻
め
寄
せ
て)

帝
座
を
汚
し
、
後
醍
醐
天
皇
を
隠
岐
島
に
流
し
た
。
隠
岐

島
の
風
雲
は
は
な
は
だ
傷
ま
し
く
、
日
本
六
十
六
州
は
総
て
賊
の
も
の
と
な
っ
た
。 

 

将
軍
た
ち
は
天
皇
に
呼
応
し
、
反
旗
を
翻
し
た
。
こ
の
時
、
楠
木
正
成
は
一
身
で
怪
し
い
気

を
払
い
の
け
、
鎌
倉
方
百
万
の
賊
軍
に
立
ち
向
か
っ
た
。
戈
を
揮
っ
て
没
も
う
と
す
る
太
陽
を

招
き
返
そ
う
と
し
て
、
（
斉
の
田
単
が
即
墨
で
兵
士
と
と
も
に
城
を
築
い
て
戦
っ
た
よ
う
に
）

赤
坂
・
千
早
城
を
築
き
、
軍
勢
を
率
い
て
戦
っ
た
。
正
成
は
藁
人
形
を
押
し
立
て
て
人
の
列
の

よ
う
に
見
せ
か
け
、
雲
梯
を
造
り
、
谷
を
登
っ
て
攻
め
よ
う
と
す
る
賊
兵
は
梯
を
焼
き
払
わ
れ

て
叫
び
な
が
ら
落
ち
て
い
っ
た
。 

こ
う
し
て
正
成
は
、
長
い
年
月
を
耐
え
忍
ば
れ
た
天
皇
の
厚
遇
に
応
え
、
天
皇
の
通
ら
れ
る

道
を
掃
き
清
め
、
そ
の
輿
を
お
迎
え
し
た
。
最
も
論
功
行
賞
に
与あ

ず

か
る
べ
き
は
正
成
で
あ
っ
て
、

誰
が
足
利
尊
氏
と
新
田
義
貞
（
李
光
弼
と
郭
子
儀
に
擬
え
る)

が
天
下
を
安
定
さ
せ
た
と
い
う

の
か
。 

文
武
に
才
能
を
発
揮
し
た
正
成
も
、
正
当
な
任
務
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
う
ち
に
、
前
門

の
虎(

北
条
氏)

を
防
い
だ
か
と
思
う
と
後
門
の
狼(

足
利
氏)

が
攻
め
て
く
る
と
い
う
禍
が
起

こ
っ
た
。
楠
木
氏
は
な
お
健
在
で
、
天
皇
は
以
前
の
よ
う
に
正
成
を
頼
り
、
帝
位
を
守
る
こ
と

が
で
き
た
。
巨
大
な
建
物
を
さ
さ
え
た
一
本
の
木
が
倒
れ
た
の
は
誰
の
罪
だ
と
い
う
の
か
。
湊

川
に
降
る
陰
鬱
な
雨
に
軍
旗
の
影
は
靡
き
伏
し
て
い
る
。 

君
は
見
る
だ
ろ
う
、
五
百
年
後
に
こ
の
一
片
の
石
を
。
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
（「
嗚
呼
忠
臣
楠

子
之
墓
」
の
）
八
字
が
ど
う
か
英
雄
の
霊
を
慰
め
て
ほ
し
い
。 

 （
欄
外
・
朱
筆
） 

前
狼
後
虎
以
下
數
句
一
作 

 
 

「
前
狼
後

ぜ
ん
ろ
う
こ
う

虎こ

」
以
下

い

か

の
数
句

す

う

く

、
一い

つ

に 

獻
策
帝
閽
何
得
達 

 
 
 

「
策 さ

く

を
帝 て

い

閽 こ
ん

に
献
じ

け
ん 

 

て 

何な
ん

ぞ
達
す
る

た
っ 

 
 

 

を
得
ん

え

 

 

設
身
賊
陣 ジ

ン

不
重
還 

 
 
 
 

身み

を
賊
陣

ぞ
く
じ
ん

に
設
け

も
う 

 
 

て 

重
ね
て

か

さ

 
 

 

還
ら
ず

か
え 

 
 

  

猶
餘
兒
輩
繼
微
志 

 
 
 
 

猶 な

お 

児じ

輩は
い

を
余 あ

ま

し
て
微 び

志 し

を
継つ

が
し
め 

一
門
骨
血
殲
王
事 

 
 
 
 

一
門

い
ち
も
ん

の
骨こ

つ

血け
つ 

王
事

お

う

じ

に
殲つ

く

す 

使
無
南
木
存
舊
根 

 
 
 
 

南
木

な
ん
ぼ
く

を
し
て
旧

き
ゅ
う

根 こ
ん

を
存 そ

ん

す
る
無な

か
ら
し
め
ば 

難
有
北
闕
知
何
地 

 
 
 
 
 

北ほ
く

闕 け
つ

の
何
れ

い
ず 

 

の
地ち

な
る
か
を
知し

る
こ
と
有
り

あ

 

難が
た

し 
攝
山
逶
迤
海
潮
鳴 

 
 
 
 

摂 せ
つ

山ざ
ん 

逶
迤

い

い

と
し
て 

海か
い

潮
ち
ょ
う

鳴
り

な

 

 

松
楸
空
濺
英
雄
涙 

 
 
 
 

松
し
ょ
う

楸
し
ゅ
う 

空
し
く

む
な 

 
 

 

英
雄

え
い
ゆ
う

の
涙

な
み
だ

を
濺そ

そ

ぐ 
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若
不
見
五
百
年
後
一
片
石 

 

若
な
ん
じ 

見
ず

み

 

や 

五
百
年

ご
ひ
ゃ
く
ね
ん

の
後の

ち 

一
片

い
っ
ぺ
ん

の
石い

し 
八
字
聊
慰
可
英
□ 

 
 
 
 

八は
ち

字じ

聊
か

い
さ
さ 

 

英え
い

□
を
慰
む

な
ぐ
さ 

 

べ
し
」
に
作
る 

 

【
語
釈
】 

〔
帝
閽
〕
天
子
の
宮
門
。〔
逶
迤
〕
う
ね
う
ね
と
曲
が
る
。〔
松
楸
〕
マ
ツ
と
ヒ
サ
ギ
。
墓
地
に
植
え
る
木
。 

転
じ
て
墓
地
の
こ
と
。 

 

【
訳
】 

前
狼
後
虎
以
下
の
数
句
は
、
あ
る
本
で
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

策
を
天
子
の
宮
門
に
献
じ
た
が
、
ど
う
し
て
栄
達
を
得
ら
れ
よ
う
か
。
身
を
投
げ
出
し
て
敵
陣

に
攻
め
込
み
、
二
度
と
帰
ら
な
か
っ
た
。
な
お
子
供
ら
を
と
ど
め
て
我
が
志
を
継
が
せ
、
一
門

い
ち
も
ん

の
者
の
骨
も
血
も
王
事
の
た
め
に
尽
く
し
た
。
楠
木
氏
が
朝
廷
の
正
統
を
保
っ
て
く
れ
る
こ
と

が
な
か
っ
た
ら
、
朝
廷
が
ど
の
よ
う
な
地
に
あ
る
か
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
摂
州
の
山
は
う

ね
う
ね
と
曲
が
り
、
波
の
音
が
近
く
に
聞
こ
え
、
墓
地
で
は
英
雄
が
無
念
の
涙
を
濺そ

そ

ぐ
ば
か
り

だ
。
君
は
見
た
だ
ろ
う
、
五
百
年
の
後
、
一
片
の
石
に
刻
ま
れ
た
八
字
が
わ
ず
か
に
英
雄
の
魂

を
慰
め
て
い
る
の
を
。 

 

（
欄
外
） 

第
三
句
作 

 
 
 
 
 
 
 

第
三
句 

綉
幃
不
遮
英
雄
夢 

 
 
 

「
綉
幃

と
う
い  

遮
ら
ず

さ
え
ぎ 

 
 

英
雄
の
夢

え
い
ゆ
う 

 

ゆ
め

」
に
作
る
。 

第
五
句
作 

 
 
 
 
 
 
 

第
五
句 

牙
旗
揚
々
臨 

 
 
 
 
 

「
牙
旗

が

き

揚
々

よ
う
よ
う

と
し
て
臨
む
」
に
作
る
。 

  

【
語
釈
】 

〔
綉
幃

と

う

い

〕
綉
は
綿
の
一
片
。
繍
と
同
じ
く
用
い
る
。
繍
は
、
縫
い
取
り
。
縫
い
取
り
し
た
布
。

に
し
き
。
幃
は
、
一
重
の
帳
（
単
帳
）。〔
牙
旗

が

き

〕
大
将
軍
の
旗
。 

 

【
訳
】 

 

第
三
句
は
、「
綉
幃

と

う

い 

遮
ら
ず

さ
え
ぎ 

 
 
 

英
雄

え
い
ゆ
う

の
夢 ゆ

め

」（
錦
繍
の
帳
も
英
雄
の
夢
を
遮
ら
な
い
）
に
作
る
。 

第
五
句
は
、「
牙
旗

が

き

揚
々

よ
う
よ
う

と
し
て
臨 の

ぞ

む
」（
大
将
軍
の
旗
は
得
意
げ
に
こ
れ
に
臨
ん
で
い
る
）

に
作
る
。 

 

以
上
、
今
回
は
、
１
．
擬
古
（
未
詳
） 

２
．
紀
遊
五
首
（
寛
政
九
年
） 

３
．

詠
古
五
首
（
寛
政
九
年
） 

４
．
一
谷
歌
（
寛
政
九
年
） 

５
．
湊
川
歌
（
寛
政
九

年
）
の
十
三
首
に
つ
い
て
訳
注
を
行
っ
た
。 
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